
世
界
と
意
味
体
系
 
皿

竹
 
 
原

弘

は
じ
め
に

 
本
稿
は
、
皿
宗
教
的
意
味
の
最
終
部
分
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
世
界
と
意
味
体
系
」
の
最
終
部
分
で
も
あ
る
。
本
稿
は
宗
教
的
意
味
の

三
番
目
と
し
て
、
日
蓮
仏
教
に
つ
い
て
述
べ
る
。
日
蓮
に
お
け
る
宗
教
的
意
味
は
、
天
台
か
ら
継
承
し
た
一
念
三
千
論
の
具
象
化
と
し
て

の
曼
茶
羅
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
二
元
論
的
な
関
係
の
体
系
に
対
し
て
、
一
元
論
的
な
関
係
の
体
系
を
形
成
す
る
。
つ
ま

り
、
森
羅
万
象
が
こ
の
一
元
論
的
関
係
の
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
に
よ
っ
て
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
存
在
と
世
界
と
は
一
体

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
日
蓮
に
と
っ
て
仏
と
は
、
こ
の
一
元
論
的
関
係
の
体
系
の
一
契
機
で
あ
り
、
超
越
的
な
も
の
で
は
な

い
。
一
念
三
千
の
具
象
化
と
し
て
の
三
三
羅
へ
と
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
念
三
千
の
契
機
と
し
て
の
仏
性
が
顕
現
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
に
散
在
す
る
多
様
な
意
味
は
、
相
互
に
融
合
し
て
、
根
源
的
世
界
が
現
出
す
る
の
で
あ

る
。
仏
と
し
て
有
る
こ
と
と
は
、
一
念
三
千
の
相
の
下
に
世
界
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
日
蓮
の
仏
観
で
あ
る
。

 
全
体
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
（
5
1
1
）
一
念
三
千
に
つ
い
て
、
（
5
1
2
）
一
念
三
千
の
意
味
論
的
解
釈
、
（
5
-
3
）
一
念
三
千
の
時
間
論
、
（
5
1
4
）
本
尊

論
、
（
5
-
-
5
）
仏
性
に
つ
い
て
、
（
5
1
6
）
仏
の
存
在
論
、
（
5
1
7
）
日
蓮
の
悟
達
の
構
造
、
（
6
）
宗
教
的
認
識
に
つ
い
て
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（
5
1
1
）

 
わ
れ
わ
れ
は
既
に
、
原
始
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
宗
教
的
意
味
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
日
蓮
に
お
け
る
宗
教
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
宗
教
的
意
味
は
、
二
元
論
的
な
関
係
の
体
系
と
し
て
、

諸
々
の
意
味
を
神
的
存
在
に
帰
属
す
る
意
味
契
機
と
、
地
上
的
な
も
の
に
帰
属
す
る
意
味
契
機
と
に
分
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
存

在
の
、
宗
教
的
意
味
と
し
て
の
神
へ
の
関
わ
り
を
規
定
し
た
。
つ
ま
り
、
人
間
存
在
は
自
ら
を
地
上
的
な
存
在
と
し
て
、
二
元
論
的
な
関

係
の
体
系
の
内
に
組
み
込
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
存
在
と
神
的
存
在
と
の
間
の
断
絶
の
中
で
、
自
己
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
つ
ま
り
自
ら
を
卑
急
な
も
の
、
罪
有
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
存
在
で
あ
る
神
的
存
在
へ
と
関
わ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
宗
教
的
意
味
は
、
一
元
論
的
な
関
係
の
体
系
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
蓮
に
お
け
る
宗
教
的
意
味
は
、
彼
が
残
し
た
本
尊
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
日
蓮
が
、
釈
迦
が
残
し
た
諸
々
の
経
典
の
内
で
最
高
の
経
典
と

考
え
た
『
法
華
経
』
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
虚
空
会
の
儀
式
に
基
づ
い
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
日
蓮
が
『
法
華

経
』
を
読
解
す
る
と
き
の
理
論
的
依
拠
と
し
た
中
国
の
天
台
が
、
『
摩
詞
止
観
』
に
お
い
て
展
開
し
た
一
念
三
千
の
理
論
に
基
づ
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
一
念
三
千
そ
の
も
の
が
、
関
係
の
体
系
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
日
蓮
の
描
い
た
本
尊
も
関
係
の
体
系
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
二
元
論
的
な
関
係
の
体
系
と
対
照
的
に
、
一
元
論
的
な
関
係
の
体
系
に
ほ
か
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

 
日
蓮
の
本
尊
論
を
述
べ
る
前
に
、
一
念
三
千
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
彼
が
残
し
た
数
あ
る
論
考
、
書
簡
の
中
で
特
に
重
要
と
さ
れ
る
、

佐
渡
流
罪
期
に
著
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
観
心
本
尊
抄
」
の
冒
頭
に
、
天
台
の
『
摩
詞
止
観
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
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ニ
 
ク
 
 
 
 
 
 
ニ
 
ス
 
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
ス
レ
ハ
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
ナ
リ
 
 
 
 
ニ
 
ス
レ
ハ
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
ス
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ヲ

 
「
玉
詞
止
観
第
五
云
夫
一
心
具
二
十
法
界
↓
一
法
界
又
具
二
十
法
界
一
百
法
界
。
一
語
具
二
三
十
種
世
間
一
百
法
界
即
具
二
三
十
種
世
間
幻

 
 
 
リ
ノ
ニ
 
シ
ハ
 
 
モ
レ
ハ
 
ス
ヲ
 
 
ニ
シ
テ
ス
 

ト
 
リ
ニ

此
三
千
在
二
一
念
心
↓
骨
無
・
心
而
己
。
介
平
繍
・
心
即
具
二
三
千
↓
乃
至
 
所
以
稔
爲
二
不
可
思
議
境
↓
意
在
二
二
此
一
等
云
云

 
偏
窟
止
観
第
五
に
温
く
、
亘
れ
一
心
に
十
法
界
を
具
す
一
業
種
に
又
十
法
界
を
具
す
れ
ば
百
法
界
な
り
一
界
に
三
千
種
の
世
間
を
具
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
み
な
ん
け
 
に

れ
ば
百
法
界
に
即
三
千
種
の
世
間
を
具
す
、
此
の
三
千
・
一
念
の
心
に
在
り
若
し
心
無
ん
ば
而
己
介
爾
も
心
有
れ
ば
即
ち
三
千
を
具
す
乃

 
ゆ
 
え
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

至
所
以
に
称
し
て
不
可
思
議
境
と
為
す
意
此
に
在
り
」

 
つ
ま
り
、
天
台
が
『
摩
詞
止
観
』
の
中
で
展
開
し
た
一
念
三
千
は
、
人
間
存
在
の
心
を
構
造
化
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
人
間
存
在

の
心
は
、
三
千
の
諸
要
素
の
関
係
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
法
界
と

は
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
、
天
、
声
聞
、
縁
覚
、
仏
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
人
間
存
在
の
心
的
状
態
に
ほ
か
な
ら

ず
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ら
に
十
法
界
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
百
法
界
に
な
る
。
つ
ま
り
、
十
種
類
の
心
的
状
態
は
、
固
定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
そ
の
各
々
が
他
の
心
的
状
態
に
移
行
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
存
在
の
心
的
状

態
は
動
的
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
法
界
の
各
々
に
十
如
是
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
法
界
は
多
様
な
側
面
に
お
い
て
描

か
れ
る
。
十
如
是
と
は
、
『
法
華
経
』
の
「
方
便
品
才
二
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
人
間
存
在
の
心
的
状
態
の
十
の
側
面
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
な
わ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
わ

 
「
仏
の
成
就
せ
る
所
は
、
第
一
の
希
有
な
る
難
解
の
法
に
し
て
、
唯
、
仏
と
仏
と
の
み
、
乃
ち
能
く
諸
法
の
実
相
を
究
め
尽
せ
ば
な
り
。

謂
う
所
は
、
諸
法
の
是
く
の
如
き
相
と
、
是
く
の
如
き
の
性
と
、
是
く
の
如
き
の
体
と
、
是
く
の
如
き
の
力
と
、
是
く
の
如
き
の
作
と
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

是
く
の
如
き
の
因
と
、
是
く
の
如
き
の
縁
と
、
是
く
の
如
き
の
果
と
、
是
く
の
如
き
の
報
と
、
是
く
の
如
き
の
本
末
究
身
動
と
な
り
。
」

 
す
な
わ
ち
、
十
如
是
と
は
、
相
、
性
、
体
、
力
、
作
、
因
、
縁
、
果
、
報
、
本
末
究
寛
等
の
こ
と
で
あ
り
、
百
法
界
の
各
々
に
、
そ
れ

ら
十
如
是
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
千
種
の
心
的
諸
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
千
種
の
心
的
諸
契
機
に
三

世
間
（
国
土
世
間
、
五
三
世
間
、
衆
生
世
間
）
が
具
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
千
種
と
な
る
。
そ
う
し
た
三
千
の
心
的
諸
契
機
は
、
相
互

八
一
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八
二

依
存
的
な
関
係
性
に
お
い
て
、
心
的
存
在
全
体
を
構
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
法
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
心
的
状
態
は
、
他
の
心
的
状
態

と
の
間
に
差
異
化
さ
れ
た
連
続
性
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
に
他
の
心
的
状
態
へ
の
移
行
の
潜
在
的
可
能
性
の
内
に
有
る
。
つ
ま

り
、
十
法
界
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
十
法
界
を
互
具
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
法
界
の
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に
差
異
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
差
異
の
間
隙
は
動
的
で
あ
り
、
十
法
界
の
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
転
換
の
可
能
性
の
内
に
有
る
。
例
え
ば
、
人
法
界
は
地
獄
界
に
移
行
す

る
可
能
性
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
仏
界
へ
と
移
行
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
の
心
的
諸
状
態
の
各
々
は
、
他
の
九
法

界
か
ら
区
別
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
の
九
法
界
へ
と
転
換
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
流
動
的
差
異
性
に
お
い
て
、
十
界
互
具
と
し
て

の
百
法
界
は
、
相
互
依
存
的
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
地
獄
界
な
り
餓
鬼
界
な
り
人
界
な
り
菩
薩
界
な
り
の
心
的
諸
状
態
は
、

そ
の
各
々
が
そ
れ
で
あ
り
え
る
の
は
、
他
の
心
的
諸
状
態
と
の
差
異
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
の
心
的
諸
状
態
へ
と
移
行
可

能
性
の
内
に
有
る
こ
と
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
獄
界
は
餓
鬼
界
と
は
区
別
さ
れ
、
畜
生
界
と
区
別
さ
れ
る
こ
と

に
お
い
て
地
獄
界
で
あ
る
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
地
獄
界
は
餓
鬼
界
へ
と
、
あ
る
い
は
菩
薩
界
へ
と
転
換
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
こ
と
に
お
い
て
、
地
獄
界
で
あ
る
の
で
あ
る
。
他
の
九
法
界
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
「
観
心
本
尊
抄
」
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
ク
 
ス
 
 
ン
ト
 
 
ヲ
シ
テ
カ
 
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
レ
ハ
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
ク
 
ク
 
 
ノ
 
 
 
 
シ
テ
ヨ
リ
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
ナ
リ

 
「
法
華
纒
第
一
方
便
品
云
欲
・
令
ご
衆
生
 
開
二
種
知
見
一
等
云
云
。
是
九
界
所
具
佛
界
也
。
壽
量
品
云
過
・
西
橘
成
佛
 
墨
書
甚
大
久
遠
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
シ
テ
 
 
 
セ
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
テ
 
 
ノ
 
ヲ
 
 
ノ
 
 
セ
シ
 
 
 
 
 
 
 
タ
 
 
キ
 
 
 
 
セ
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
ノ

尊
命
無
量
阿
檜
祇
劫
常
住
 
不
・
滅
。
諸
善
男
子
我
本
行
二
菩
薩
道
一
所
・
成
壽
命
難
事
未
・
書
。
復
倍
二
上
数
一
等
云
云
。
此
経
文
佛
界
所
具

 
 
 
 
ニ
 
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
ク

九
界
也
。
纒
云
提
婆
達
多
値
至
天
王
如
來
等
云
云
。
地
獄
界
所
具
佛
界
也
。
纒
云
一
名
藍
婆
乃
至
汝
等
但
書
護
持
法
華
懸
者
福
不
可
量
等

 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

云
云
。
是
餓
鬼
界
所
具
十
界
也
。

 
法
華
経
第
一
方
便
品
に
黒
く
『
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
聞
か
し
め
ん
と
欲
す
』
等
云
云
是
は
九
界
所
具
の
仏
界
な
り
、
寿
量
品
に
云
く

『
是
く
の
如
く
我
成
仏
し
て
よ
り
己
来
甚
大
に
久
遠
な
り
寿
命
・
無
量
阿
僧
舐
劫
・
常
住
に
し
て
滅
せ
ず
諸
の
善
男
子
・
我
本
菩
薩
の
道

を
行
じ
て
成
ぜ
し
所
の
寿
命
今
猶
未
だ
尽
き
ず
復
讐
の
数
に
冒
せ
り
』
等
云
云
此
の
経
文
は
仏
界
所
具
の
九
界
な
り
、
経
に
云
く
『
提
婆
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達
多
乃
至
天
王
如
来
』
等
云
云
地
獄
界
所
具
の
仏
界
な
り
、
経
に
云
く
『
一
を
藍
婆
と
名
け
乃
至
汝
等
但
能
く
法
華
の
名
を
護
持
す
る
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
福
量
る
べ
か
ら
ず
』
等
云
々
、
是
れ
餓
鬼
界
所
具
の
十
界
な
り
」

 
こ
の
よ
う
に
、
十
法
界
の
各
々
は
、
相
互
に
差
異
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
々
が
そ
れ
で
有
る
と
と
も
に
、
他
の
心
的
状
態
へ
と
転

換
し
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
十
界
互
具
は
相
互
依
存
的
な
関
係
性
に
お
い
て
有
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の

各
々
に
十
如
是
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
千
種
に
な
る
。
例
え
ば
、
人
界
工
具
の
餓
鬼
界
に
は
、
相
性
体
力
作
因
縁
果
報
本
末
究

寛
等
が
具
わ
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク

 
「
我
身
が
三
身
即
一
の
本
畳
の
如
來
に
て
あ
り
け
る
事
を
今
纒
に
説
て
云
、
如
是
相
如
是
性
如
是
髄
如
是
力
 
如
是
作
 
如
是

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

因
 
如
是
縁
・
如
是
果
 
如
是
報
 
如
是
本
末
究
寛
等
文
。
」

 
十
如
是
と
は
、
十
法
界
が
差
異
的
な
関
係
性
に
お
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
心
的
諸
状
態
の
十
の
側
面
を
い
う
。
そ
れ
ら

は
、
心
的
状
態
を
十
の
角
度
か
ら
眺
め
た
も
の
で
あ
り
、
敢
て
い
え
ば
、
側
面
的
に
差
異
化
さ
れ
た
心
的
状
態
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
十

法
界
の
各
々
は
、
十
如
是
に
お
い
て
、
十
の
側
面
か
ら
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
瞬
間
の
心
的
状
態
に
は
、
十
の
側
面
が
具
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
如
是
は
、
そ
の
各
々
が
心
的
状
態
の
あ
る
側
面
を
捉
え
た
も
の
と
し
て
、
相
互
に
関
係

性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
十
如
是
は
相
互
依
存
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
様
々
な
角
度

か
ら
知
覚
さ
れ
た
物
体
に
つ
い
て
の
表
象
が
、
そ
れ
ぞ
れ
物
体
の
あ
る
側
面
を
捉
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
相
互
依
存
的
に
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
物
体
の
全
体
像
が
描
き
出
さ
れ
る
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

 
「
十
如
是
，
者
 
如
是
親
身
也
・
肱
ズ
鑛
黙
思
酵
艶
魎
飼
。
如
是
性
心
也
・
滋
痙
㌫
雅
㍊
鯵
蜘
舶
紛
蘇
。
如
是
騰
身
與
・
心
也
舷
愚
書
轄
。
如
是
九

身
與
・
心
也
趾
当
量
。
如
是
伶
身
繕
・
心
也
趾
猛
腱
窪
。
如
是
困
心
配
趾
転
姻
野
宴
燥
爲
．
。
如
是
縁
虻
蠣
告
諭
。
如
是
果
断
縦
筋
準
。
如
是

報
靴
断
鴫
締
。
如
是
本
末
究
寛
等
絃
御
転
駒
環
．
。

 
十
如
是
と
は
如
是
相
は
身
な
り
砿
に
郊
膵
臓
醐
測
“
棚
瞭
噸
鵤
磧
叡
捌
っ
文
、
如
是
性
は
心
な
り
眩
菰
難
解
淑
雌
㍊
“
餉
肱
暇
蕊
平
骨
微
文
、
如
是
体
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
三
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身
と
心
と
な
り
鴻
儒
鮮
烈
淑
鮭
類
を
文
、
如
是
力
は
身
と
心
と
な
り
翫
敬
転
拭
勒
弗
雪
乞
、
如
是
作
は
身
と
心
と
な
り
砒
傭
ほ
叡
覧
立
文
、
如
是
因
は

心
な
り
趾
雄
転
芸
備
融
融
裸
勲
湘
娯
麺
文
、
如
是
縁
肚
肱
伝
叡
噺
齢
粥
忌
屋
、
如
是
果
魁
欺
転
黙
課
綿
す
文
、
如
是
報
趾
輪
転
叔
購
狙
南
限
、
如
是
本
末
究
寛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等
舷
に
讐
鰯
鶏
鯉
鉢
と
文
」

 
次
に
三
世
間
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
や
は
り
「
一
念
三
千
理
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

三
種
世
馨
五
器
世
観
暗
主
縢
鯛
郊
。
衆
生
世
蜆
留
書
講
論
。
國
土
世
弥
，
概
癖
耀
蠣
。
五
陰
．
者
新
謬
．
云
ニ

 
ト
ト
ハ
ノ
 
ニ
 
 
ニ
 
 
ニ
 
ニ
ク
ハ
ル
ヲ
ヲ
ス
ト
ニ

五
膳
一
也
。
陰
者
画
集
義
也
。
一
色
陰
 
五
色
是
也
。
二
受
陰
二
時
是
也
。
三
管
陰
倶
舎
専
心
取
・
轟
轟
・
髄
文
。
四
行
陰
造
作

 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ニ
テ
 

ヲ
ク
 
 
ツ
 
シ
 
ニ
ハ
 
シ
 
ハ
リ
 

ヲ
 

ハ
シ
 

ヲ
 

ハ
テ
 
ニ
ス
ト

是
認
也
。
五
識
陰
 
了
別
霜
識
也
。
止
五
郎
平
門
油
皿
云
 
識
先
了
別
 
次
受
領
納
 
想
取
下
相
貌
一
行
起
二
違
令
一
色
由
・
詩
感

 
三
種
世
間
と
は
五
陰
世
間
吐
撚
転
鼠
鰍
踊
鵬
課
都
桐
魏
鰐
贋
文
、
衆
生
世
間
砒
嫌
悪
総
計
糊
齢
鮭
罐
檸
都
町
莇
媚
騒
文
、
国
土
世
間
下
側
娠
怪
傑
踊
馳
漸
裾
す

文
、
五
臓
と
は
新
訳
に
は
五
慈
と
云
う
な
り
陰
と
は
聚
集
の
義
な
り
一
に
書
髭
・
五
色
是
な
り
・
二
に
受
陰
・
領
納
是
な
り
・
三
に
想

陰
・
倶
舎
に
響
く
想
は
像
を
取
る
を
体
と
為
す
と
文
・
四
に
整
理
造
作
篤
行
な
り
・
止
の
五
に
婆
沙
を
引
い
て
云
く
識
・
先
ず
直
別
し
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 

次
に
受
は
領
納
し
・
想
は
相
貌
を
取
り
・
行
は
違
従
を
起
し
・
色
は
行
に
由
っ
て
感
ず
と
。
」

 
五
陰
世
間
と
は
色
葉
想
行
識
の
こ
と
で
あ
り
、
心
的
存
在
が
外
的
対
象
を
認
識
し
、
そ
れ
に
働
き
か
け
、
そ
の
こ
と
を
自
己
認
識
す
る

諸
段
階
を
五
つ
に
分
類
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
十
如
是
を
伴
う
百
法
界
、
す
な
わ
ち
千
種
が
、
己
れ
の
周
囲
世
界
に
働
き
か
け
る
作

用
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
で
述
べ
る
ご
と
く
、
一
念
三
千
は
自
己
充
足
し
閉
鎖
的
な
関
係
の
体
系
で
は
な
く
、
周
囲

世
界
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
成
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
百
界
千
尋
と
い
う
心
的
体
系
は
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
外
的
世
界

へ
と
通
路
付
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
自
ら
が
存
在
す
る
世
界
へ
と
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
わ
る
契
機

を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
一
念
三
千
と
い
う
心
的
体
系
の
中
で
の
五
聖
世
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
十
如
是
の
中
の
因
縁

果
報
と
い
う
三
つ
の
契
機
は
、
自
己
充
足
的
な
も
の
と
し
て
の
因
縁
果
報
で
は
な
く
て
、
外
的
世
界
へ
と
開
か
れ
た
こ
と
に
お
け
る
因
縁

果
報
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
心
的
状
態
の
内
に
刻
印
さ
れ
る
因
は
、
外
的
世
界
と
の
縁
を
媒
介
と
し
て
果
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
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な
い
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
因
縁
果
報
は
、
外
的
世
界
の
諸
々
の
契
機
と
関
わ
る
限
り
に
お
い
て
因
縁
果
報
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま

た
、
十
界
日
宇
と
し
て
の
百
法
界
に
お
い
て
、
各
々
の
心
的
状
態
が
他
の
心
的
状
態
へ
と
転
換
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
自
体
が
十
如
是
の

中
の
因
縁
果
報
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
自
己
充
足
的
な
体
系
の
内
で
生
起
す
る
出
来
事
で
は
な
く
、
外
的
世
界
と

の
関
わ
り
に
お
い
て
生
起
す
る
出
来
事
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
充
足
的
か
つ
閉
鎖
的
な
心
的
体
系
の
中
で
は
、
十
界
互
具
は
成
り

立
た
な
い
の
で
あ
り
、
外
的
世
界
と
の
相
互
関
係
に
お
い
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

 
次
に
国
土
世
間
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
細
砂
世
間
に
よ
っ
て
心
的
体
系
か
ら
通
路
付
け
ら
れ
た
心
的
存
在
に
と
っ
て
の
周
囲
世
界
の
こ
と

で
あ
る
。
国
土
世
界
は
、
一
念
三
千
の
体
系
に
お
い
て
、
理
論
的
に
は
五
陰
世
間
に
よ
っ
て
百
界
千
如
と
し
て
の
心
的
体
系
へ
と
通
路
付

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
し
か
し
、
一
念
三
千
と
い
う
心
的
体
系
の
一
契
機
を
為
す
も
の
と
し
て
、
心
的
体
系
に
帰
属
す
る

ご
と
く
、
心
的
体
系
と
無
関
係
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
心
的
体
系
と
国
土
世
間
は
、
西
洋
近
代
哲
学
の
認
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
け
る

ご
と
く
、
主
観
-
客
観
関
係
の
図
式
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
国
土
世
間
は
心
的
体
系
に
と
っ

て
の
客
観
な
の
で
は
な
く
、
心
的
体
系
が
そ
れ
と
し
て
成
立
す
る
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
心
的
体
系
が
包
摂
す
る
、
心
的
体
系
の
一
契

機
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
三
世
諸
仏
教
勘
文
教
相
廃
立
」
に
い
わ
く
、

 
 
 
ノ
ニ
ク
 
ル
 

ノ
ニ
フ
コ
ト
ヲ
 
ニ
 
リ
ノ
ナ
ル
ハ
リ

ニ
ノ
ナ
ル
ハ
ル
ト
ニ
 
ノ
ノ
 
ナ
ル
ハ
 
 
 
ナ
リ
 
ノ
ナ
ル
ハ
ト
リ
 
ニ
 
ノ
キ
ハ
ト
リ

 
「
弘
決
六
云
 
知
和
此
身
中
毒
二
 
天
地
幻
知
頭
圓
 
象
・
天
三
方
 
象
ワ
地
。
身
内
空
理
 
妙
手
虚
空
。
腹
壁
法
二
春
夏
一
驚
剛
法
二
秋

ニ
 
 
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
ノ
 
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
ノ
い
き
ノ
 
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ノ
 
ニ
 
 
ノ
 
ノ
 
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
ノ
 
ノ
 
ニ

冬
一
四
髄
法
一
四
時
一
大
節
十
二
法
二
十
二
月
一
小
節
三
百
六
十
法
三
二
百
六
十
日
一
旦
息
出
入
法
二
山
澤
漢
谷
中
風
一
丁
息
出
入
法
二
虚
空
中
風

ハ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
ハ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
ハ
 
テ
ハ
 
ニ
 
ト
リ

眼
中
二
日
月
一
開
閉
法
二
品
夜
｝
髪
法
二
星
辰
一
膝
法
二
北
斗
一
脈
法
二
江
河
一
骨
二
二
玉
石
一
皮
肉
法
二
膏
土
一
毛
法
二
叢
林
一
五
昔
在
・
天
明
二
五

ニ
 
 
 
 
テ
ハ
 
 
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
テ
ハ
 
 
 
ニ
 
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
テ
ハ
 
 
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
テ
ハ
 
ニ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
 
ル
ニ
ハ
 
 
 
ヲ
 
ト
リ
 
 
 
ニ
 
 
 
 
ル
ニ
ハ
 
 
 
ヲ
 
ト
ル
 
 
 
ニ

星
一
在
・
地
法
二
五
岳
一
在
二
陰
陽
一
法
二
五
行
一
在
・
世
法
二
五
常
一
在
・
藩
法
二
五
神
一
修
・
 
行
法
二
五
徳
一
治
・
 
罪
法
二
五
刑
↓

 
弘
決
の
六
に
云
く
『
此
の
身
の
中
に
具
さ
に
天
地
に
倣
う
こ
と
を
知
る
頭
の
円
か
な
る
は
天
に
象
り
足
の
方
な
る
は
地
に
象
る
と
知

り
・
身
の
内
の
同
種
な
る
は
即
ち
是
れ
虚
空
な
り
腹
の
温
か
な
る
は
春
夏
に
法
と
り
背
の
聡
き
は
秋
冬
に
法
と
り
・
四
体
は
四
時
に
法
と

り
大
節
の
十
二
は
十
二
月
に
法
と
り
小
節
の
三
百
六
十
は
三
百
六
十
日
に
法
と
り
、
鼻
の
息
の
出
入
は
山
沢
渓
谷
の
中
の
風
に
法
と
り
口

八
五
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の
息
の
出
入
は
虚
空
の
中
の
風
に
法
と
り
眼
は
日
月
に
法
と
り
開
閉
は
昼
夜
に
法
と
り
髪
は
星
辰
に
法
と
り
眉
は
北
斗
に
法
と
り
脈
は
江

河
に
法
と
り
骨
は
玉
名
に
法
と
り
皮
肉
は
地
上
に
法
と
り
毛
は
叢
林
に
法
と
り
、
五
臓
は
天
に
在
っ
て
は
五
星
に
法
と
り
地
に
在
っ
て
は

五
岳
に
法
と
り
陰
・
陽
に
在
っ
て
は
五
行
に
法
と
り
世
に
在
っ
て
は
五
常
に
法
と
り
内
に
在
っ
て
は
空
華
に
法
と
り
行
を
修
す
る
に
は
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぞ
 

徳
に
法
と
り
罪
を
治
む
る
に
は
五
刑
に
法
と
る
」

 
 
ヲ
 
テ
 
ニ
 
シ
 
 
ル
 
 
 
 
レ
ハ
 
 
モ
 
シ
 
 
ル
 
 
 
 
ケ
ハ
 
 
モ
 
シ
 
 
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
ハ
 
 
モ
 
 
 
 
ス
ヘ
シ

 
「
是
以
明
可
・
知
。
天
崩
我
身
可
・
崩
。
地
裂
我
身
可
・
裂
。
地
水
火
風
滅
亡
我
身
亦
滅
亡
。

 
是
を
以
て
明
か
に
知
ん
ぬ
退
し
天
崩
れ
ば
我
が
身
も
堪
る
題
し
地
裂
け
ば
我
が
身
も
裂
く
可
し
地
水
火
風
滅
亡
せ
ば
我
が
身
も
亦
滅
亡

 
 
 
む
 

す
べ
し
」

 
し
た
が
っ
て
、
国
土
世
間
は
、
五
陰
世
間
に
よ
っ
て
理
論
的
に
心
的
体
系
へ
と
通
路
付
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
念
三
千
の
体
系
の
一

契
機
と
し
て
、
心
的
体
系
に
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
的
体
系
と
一
体
不
二
の
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
を
依
正
不
二
と
い
う
。

 
「
夫
十
方
は
依
報
な
り
、
衆
生
は
正
報
な
り
。
依
報
は
影
の
ご
と
し
、
誤
報
は
髄
の
ご
と
し
。
身
な
く
ば
影
な
し
、
正
報
な
く
ば
依
報

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 

な
し
。
又
正
報
を
ば
依
報
を
も
て
此
を
つ
く
る
。
」

 
 
モ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ

 
「
下
地
獄
よ
り
上
佛
界
ま
で
の
十
界
の
依
正
の
當
髄
 
悉
一
法
も
の
こ
さ
ず
妙
法
蓮
華
纏
の
す
が
た
な
り
と
埋
土
文
也
。
依
報
あ
る
な

 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
 

ら
ば
必
正
報
住
す
べ
し
。
」

 
そ
れ
ゆ
え
に
、
心
的
体
系
に
お
い
て
心
的
状
態
が
地
獄
界
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
周
囲
世
界
、
つ
ま
り
国
土
世
間
も
地
獄
で
あ
り
、
心

的
状
態
が
人
界
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
土
世
間
も
人
界
で
あ
る
、
と
い
う
ご
と
く
、
国
土
世
界
は
心
的
体
系
と
一
体
不
二
の
関
係
に
有
る
こ

と
に
よ
り
、
心
的
体
系
に
帰
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
陰
世
間
と
国
土
世
間
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
五
玉
世
間

は
一
念
三
千
と
い
う
体
系
の
一
契
機
と
し
て
、
心
的
体
系
に
帰
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
国
土
世
間
の
心
的
体
系
へ
の
帰
属
の
様
式
を
理
論

付
け
た
の
が
、
五
陰
世
間
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
色
（
物
体
・
対
象
）
を
受
用
し
、
そ
れ
を
表
象
し
、
そ
れ
に
関
与
し
、
そ

の
こ
と
自
体
を
自
己
認
識
す
る
諸
段
階
を
五
段
階
に
分
類
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
的
体
系
と
し
て
の
十
法
界
千
如
是
が
、
周
囲
世
界
へ
と
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関
与
す
る
様
式
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
的
体
系
が
周
囲
世
界
へ
と
通
路
付
け
ら
れ
て
あ
る
も
の
と
し
て
、
心
的
体
系
と
し

て
閉
鎖
的
で
は
な
い
こ
と
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
国
土
世
間
を
心
的
体
系
へ
と
帰
属
せ
し
め
る
可
能
性
の
地
平
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
切
り
開
か
れ
た
地
平
に
お
い
て
、
周
囲
世
界
は
、
周
囲
世
界
と
し
て
、
心
的
体
系
か
ら
自
立
的

に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
心
的
体
系
に
帰
属
す
る
、
心
的
体
系
の
一
契
機
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
心
的
体
系
は
周
囲
世
界
へ
と
開
か
れ
た
も
の
と
し
て
有
り
つ
つ
、
周
囲
世
界
を
自
ら
の
内
へ
と
包
摂
す
る
体
系
で
あ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
心
的
体
系
が
関
与
す
る
周
囲
世
界
は
、
心
的
体
系
と
は
異
な
る
原
理
に
基
づ
い
て
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
心
的
体
系

を
貫
く
原
理
と
同
一
の
原
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
心
的
体
系
の
原
理
へ
と
帰
属
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

 
 
 
 
 
ハ
リ
 
 

ニ
 
 
 
 
ハ
ル
 
 

ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 

 
「
百
界
千
如
限
二
有
情
界
一
 
一
念
三
千
三
二
情
非
情
【
。
百
草
千
如
は
有
情
に
限
り
一
念
三
千
は
情
非
情
に
亘
る
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス

 
「
さ
れ
ば
豊
像
・
木
造
の
佛
の
開
眼
供
養
は
法
華
経
・
天
台
宗
に
か
ぎ
る
べ
し
。
其
上
一
念
三
千
の
法
門
と
申
は
三
種
の
世
間
よ
り
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
た
つ
 
 
 
ラ
 
 
 
ク
 
 
ヲ

こ
れ
り
。
三
種
の
世
間
と
申
は
一
に
は
衆
生
世
間
・
二
に
は
五
隠
世
間
・
三
に
は
国
土
世
間
な
り
。
前
の
二
は
畏
く
置
・
之
。
第
三
の
國

 
 
 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス

土
世
間
と
申
は
草
木
世
間
な
り
。
草
木
世
間
と
申
は
五
色
の
ゑ
の
ぐ
は
草
木
な
り
、
宝
田
こ
れ
よ
り
起
る
。
木
と
申
は
木
像
是
よ
り
出
來

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
た
ま
し
ひ

す
。
前
壷
木
に
魂
醜
と
申
柚
を
入
る
る
事
は
法
華
纒
の
力
な
り
。
天
台
大
師
の
さ
と
り
也
。
此
法
門
は
衆
生
に
て
申
せ
ば
即
身
成
佛
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
 
 
 
 
 

い
は
れ
、
壼
木
に
て
申
せ
ば
草
木
成
佛
と
申
な
り
。
」

 
つ
ま
り
、
心
的
体
系
に
帰
属
す
る
周
囲
世
界
は
、
心
的
体
系
と
同
一
の
原
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
お
り
、
周
囲
世
界
を
構
成
す
る
草
木

も
、
心
的
体
系
と
同
じ
く
仏
性
を
宿
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
成
仏
す
る
可
能
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
日
蓮
は
草
木
成
仏
と
い
う
。

 
最
後
に
衆
生
世
間
は
、
戸
綿
が
仮
に
和
合
し
た
状
態
を
意
味
し
、
十
界
そ
れ
ぞ
れ
の
心
的
状
態
に
お
い
て
差
別
を
有
す
る
有
り
方
を
い

う
。
す
な
わ
ち
、
一
人
一
人
の
心
は
一
念
三
千
と
い
う
原
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
構
成
原
理
は
同
一
で
あ

る
が
、
し
か
し
具
体
的
な
心
的
状
態
は
異
な
る
。
そ
れ
は
、
各
々
の
人
間
存
在
の
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
心
的
体
系
の
内
に
蓄
積
さ
れ
た
業

八
七
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八
八

（
カ
ル
マ
）
が
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
個
別
的
心
的
状
態
を
差
異
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
色
煙
管
行
識
と
い
う
五
玉
世
間
の
原
理
に
よ
り
、
周
囲
世
界
へ
と
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
如
是
の
原
理
に
よ
り
、
因
と

し
て
心
的
体
系
の
中
に
そ
の
業
を
刻
印
し
、
果
と
し
て
、
例
え
ば
地
獄
界
と
し
て
の
心
的
状
態
を
得
た
り
、
仏
界
と
し
て
の
心
的
状
態
を

得
た
り
す
る
。
心
的
体
系
と
し
て
の
原
理
は
同
一
で
も
、
個
々
の
心
的
状
態
の
具
体
相
に
は
、
こ
の
よ
う
に
差
別
が
有
る
こ
と
を
衆
生
世

間
と
い
う
。

 
こ
の
よ
う
に
、
三
世
間
に
よ
っ
て
一
念
三
千
は
完
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
三
世
間
も
学
界
千
里
に
お
け
る
と
同
様
に
、
他
の
諸
契

機
と
の
間
に
相
互
依
存
的
な
関
係
の
体
系
を
構
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
陰
世
間
は
、
周
囲
世
界
へ
の
関
与
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、

幽
界
千
如
が
そ
れ
と
し
て
成
立
す
る
た
め
の
、
周
囲
世
界
と
の
関
与
形
式
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
十
法
界
は
互
具
と
し
て
相
互
転

換
可
能
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
電
縫
世
間
を
地
平
と
し
て
国
土
世
間
が
心
的
体
系
の
一
契
機
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

周
囲
世
界
は
聖
餐
千
如
と
一
体
不
二
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
個
々
の
人
間
存
在
の
心
的
状
態
が
周
囲
世
界
に
反
映

し
、
ま
た
周
囲
世
界
が
心
的
体
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、
心
的
体
系
と
周
囲
世
界
と
は
相
互
作
用
的
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で

は
な
く
、
周
囲
世
界
は
、
心
的
体
系
の
原
理
と
同
一
の
原
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
衆
生
世
間
に
よ
っ
て
、

心
的
体
系
の
具
体
的
な
相
が
示
さ
れ
る
。

 
（
5
1
2
）

 
以
上
わ
れ
わ
れ
は
一
念
三
千
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
の
今
ま
で
述
べ
て
き
た
意

味
論
の
基
盤
の
上
で
捉
え
直
し
て
み
よ
う
。
日
蓮
は
天
台
の
『
法
華
経
』
解
釈
の
所
産
で
あ
る
『
摩
詞
止
観
』
に
基
づ
き
、
一
念
三
千
論

を
様
々
な
論
考
や
書
簡
に
お
い
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
言
語
記
号
に
よ
る
人
聞
の
心
的
体
系
に
つ
い
て
の
記
述
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
、
神
は
神
学
に
お
い
て
記
述
さ
れ
た
、
言
語
再
構
築
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
日
蓮
に
お
い
て
問

題
に
な
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
ご
と
き
超
世
界
的
な
存
在
と
し
て
の
神
で
は
な
く
て
、
人
間
の
心
、
い
わ
ば
生
で
あ
り
、
そ
れ
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を
様
々
な
か
た
ち
で
言
語
的
に
記
述
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
彼
は
人
間
存
在
を
言
語
的
に
三
千
に
分
節
し
、
構
造
化
せ
し

め
た
の
で
あ
る
。
人
間
存
在
の
多
様
で
あ
り
、
か
つ
一
見
脈
絡
の
な
い
心
的
生
起
に
、
一
念
三
千
と
い
う
言
語
的
枠
組
み
を
与
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
秩
序
性
、
あ
る
い
は
整
合
性
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
蓮
に
お
け
る
一
念
三
千
は
、
例
え
ば
ト
マ
ス

が
神
に
つ
い
て
の
事
大
な
記
述
を
残
す
こ
と
に
よ
り
、
言
語
的
構
築
態
と
し
て
の
神
を
構
成
し
た
ご
と
く
、
心
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
心
に
つ
い
て
の
言
語
的
構
築
態
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
ト
マ
ス
を
は
じ
め
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
に
と
っ

て
、
神
は
世
界
を
超
越
し
た
超
越
的
存
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
等
は
彼
等
が
記
述
し
た
神
に
つ
い
て
の
言
語
的
構
築
態
が
指
示
す
る
、

存
在
と
し
て
の
神
を
己
れ
の
存
在
の
内
に
包
摂
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
超
越
神
と
し
て
の
神
は
、
彼
ら
の

言
語
的
構
築
態
を
限
り
な
く
は
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
蓮
に
お
い
て
、
心
的
存
在
は
日
蓮
自
身
の
内
面
に
お
い
て
生
起
す

る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
神
の
ご
と
く
愚
な
る
も
の
で
は
な
く
、
日
蓮
自
身
の
存
在
の
内
に
お
け
る
出
来
事
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
彼
が
記
述
す
る
心
的
存
在
に
つ
い
て
の
言
語
的
構
築
態
か
ら
、
そ
れ
が
指
示
す
る
所
記
が
は
み
出
す
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
つ
ま

り
、
一
念
三
千
と
い
う
記
述
が
構
成
す
る
言
語
的
構
築
態
の
主
体
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
記
述
者
と
し
て
の
日
蓮
は
、
言
語
的
構
築
態

が
指
示
す
る
所
記
と
し
て
の
心
的
生
起
を
、
己
れ
の
内
な
る
出
来
事
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
言
語
的
構
築
態
と
、
そ

れ
が
指
示
し
、
分
節
す
る
心
的
存
在
は
、
と
も
に
日
蓮
と
い
う
人
間
存
在
自
身
の
存
在
の
内
に
包
摂
さ
る
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
キ
リ

ス
ト
教
神
学
者
達
が
記
述
し
た
、
関
係
の
体
系
と
し
て
の
神
に
つ
い
て
の
言
語
的
構
築
態
は
、
彼
等
に
と
っ
て
宗
教
的
意
味
で
あ
り
、
彼

等
が
そ
れ
に
帰
依
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
日
蓮
に
と
っ
て
、
関
係
の
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
、
す
な
わ
ち
心
的
存
在
に
つ
い
て
の
言

語
的
構
築
態
は
、
そ
れ
が
言
語
的
構
築
態
と
し
て
心
的
存
在
を
分
節
す
る
限
り
に
お
い
て
宗
教
的
意
味
で
あ
る
。
後
で
述
べ
る
、
彼
が
描

い
た
本
尊
と
一
念
三
千
と
し
て
の
心
的
存
在
と
は
、
い
わ
ば
一
体
不
二
の
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
一
念
三
千
と
し
て
分
節
さ
れ
た
心
的

存
在
は
、
彼
に
と
っ
て
宗
教
的
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
日
蓮
自
身
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
日
蓮
の
弟
子

達
、
信
者
達
に
と
っ
て
も
、
一
念
三
千
と
し
て
記
述
さ
れ
、
分
節
さ
れ
構
造
化
さ
れ
た
己
れ
の
心
的
存
在
そ
の
も
の
は
、
宗
教
的
意
味
に

八
九
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ほ
か
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
一
見
脈
絡
無
く
生
起
す
る
心
的
出
来
事
の
一
つ
一
つ
が
、
彼
等
に
と
っ
て
宗
教
的
意
味
な
の
で
あ
る
。
日

常
的
に
は
、
心
的
生
起
は
、
不
合
理
的
な
、
何
の
脈
絡
も
な
く
、
整
合
性
も
な
く
生
ず
る
人
間
存
在
の
心
理
現
象
で
し
か
な
く
、
人
間
存

在
は
己
れ
の
内
に
生
ず
る
そ
う
し
た
心
的
生
起
に
、
宗
教
的
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
は
な
く
、
単
な
る
日
常
的
な
心
的
事
象
と
し
て
し
か

捉
え
な
い
。
し
か
し
、
日
蓮
が
記
述
す
る
言
語
的
構
築
態
と
し
て
の
一
念
三
千
を
通
し
て
、
心
的
生
起
を
分
節
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は

こ
と
ご
と
く
宗
教
的
意
味
を
有
す
る
出
来
事
と
な
る
。
つ
ま
り
、
日
蓮
、
あ
る
い
は
そ
の
弟
子
達
、
信
者
達
が
、
彼
が
記
述
し
た
言
語
的

構
築
態
と
し
て
の
一
念
三
千
の
理
論
を
通
し
て
、
彼
等
自
身
の
心
的
生
起
を
分
節
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
的
生
起
は
彼
等
に
と
っ
て
宗
教

的
意
味
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
多
様
な
心
的
生
起
は
、
言
語
記
号
の
集
合
体
と
し
て
の
一
念
三
千
の
内
に
位
置
付
け
ら
れ
、
分
類
さ
れ

る
。
多
様
な
心
的
生
起
は
、
言
語
記
号
の
集
合
体
と
し
て
の
一
念
三
千
を
構
成
す
る
個
々
の
言
語
記
号
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
記
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

と
な
る
。
日
常
的
に
は
心
理
的
な
出
来
事
で
あ
る
心
的
生
起
は
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
が
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
も
の
と
し
て

他
者
と
共
有
し
え
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
日
常
的
に
そ
れ
を
言
語
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
と
共
有
す
る
相
互
主

観
的
な
事
象
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
心
理
的
事
象
に
つ
い
て
、
日
常
的
に
言
表
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
心
理
的
事
象
を
他
者
と
共
有
す

る
た
め
の
記
号
化
と
し
て
、
そ
の
心
理
的
事
象
に
つ
い
て
の
諸
々
の
記
号
化
自
体
、
相
互
に
論
理
的
整
合
性
を
有
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
日
常
的
に
、
嬉
し
さ
と
か
、
悲
し
さ
と
か
、
怒
り
と
か
の
感
情
を
言
表
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
内
的
事
象
を
相
互

主
観
的
な
事
象
へ
と
転
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
記
号
化
さ
れ
た
内
的
な
事
象
相
互
間
に
は
、
心
的
事
象
と
同
様
に
、
相
互
連
関
を

有
さ
な
い
、
脈
絡
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
に
言
語
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
主
観
的
な
事
象

へ
と
転
化
さ
れ
た
心
的
事
象
も
、
そ
れ
を
体
験
し
た
主
体
の
内
的
な
心
的
生
起
以
上
の
意
味
は
も
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
心
的

生
起
を
一
念
三
千
の
理
論
を
構
成
す
る
言
語
記
号
と
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
々
の
心
的
生
起
は
、
一
念
三
千
の
中
に
位
置
付
け

ら
れ
、
相
互
連
関
的
整
合
性
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
宗
教
的
意
味
と
し
て
、
日
蓮
や
弟
子
達
、
信
者
達
の
間
で
の
相
互
主
観
的
な
事
象

と
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
念
三
千
を
構
成
す
る
言
語
記
号
に
よ
る
記
号
化
に
よ
っ
て
、
心
的
生
起
は
宗
教
的
意
味
と
し
て
、
相
互
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主
観
的
共
有
態
と
な
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
記
号
化
さ
れ
た
心
的
生
起
は
、
一
念
三
千
と
い
う
心
的
体
系
の
中
に
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
の
宗
教
的
価
値
を
与
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
怒
り
と
い
う
心
的
生
起
は
、
十
法
界
に
お
け
る
修

羅
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
は
仏
界
や
菩
薩
界
よ
り
も
、
宗
教
的
価
値
の
低
い
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
一
念
三
千
を
記
述
す
る
言
語
的
構
築
態
に
よ
っ
て
分
節
さ
れ
、
構
造
化
さ
れ
た
心
的
生
起
は
、
た
だ
心
的
体
系
と
し
て
構
造

化
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
相
互
主
観
的
な
共
有
態
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
値
的
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
一
念
三
千
と
し
て
の
心
的
体
系
の
中
に
は
、
三
世
間
の
一
つ
と
し
て
の
国
土
世
間
が
含
ま
れ
て
い
る
ご
と
く
、

一
念
三
千
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
人
間
存
在
が
居
る
周
囲
世
界
と
心
的
体
系
と
の
相
互
作
用
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
に
散

在
す
る
諸
々
の
有
意
味
的
存
在
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
心
的
な
関
係
の
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ

た
ご
と
く
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
そ
の
も
の
が
関
係
の
体
系
で
あ
り
、
諸
々
の
契
機
の
相
互
依
存
的
関
係
性
に
お
い
て
成
り
立

っ
て
い
る
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
性
は
、
世
界
に
散
在
す
る
諸
々
の
有
意
味
的
存
在
者
と
の
間
の
関
係
学
に
お
い

て
の
み
成
立
す
る
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
は
自
己
充
足
的
閉
鎖
的

体
系
で
は
な
く
、
世
界
に
有
る
諸
々
の
有
意
味
的
存
在
者
の
有
す
る
意
味
と
の
相
関
に
お
い
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
法

界
互
具
と
し
て
の
百
法
界
に
お
い
て
、
諸
々
の
界
が
他
へ
と
転
換
す
る
の
は
、
自
己
充
足
的
に
為
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
世
界
に
散
在
す

る
意
味
と
の
間
の
関
係
性
の
中
に
お
い
て
為
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
人
間
存
在
は
、
諸
々
の
有
意
味
的
存
在
者
の
意
味
と
存
在
論
的
に
関
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
そ
の
都
度
の
有
り
方
を
確
立
す
る
の
で
あ
り
、
有
意
味
的
存
在
者
の
有
す
る
意
味
を
、
自
己
の
存
在
の
内
に

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
に
お
け
る
自
己
の
有
り
方
を
得
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
意
味
を
意
味
と
し
て
有
ら
し
あ
る
も
う

一
つ
の
主
体
、
す
な
わ
ち
意
味
の
も
う
一
つ
の
中
心
と
し
て
の
他
者
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
人
間
存
在
は
自
己
の
有
り
方
を
確
立
す

る
。
す
な
わ
ち
、
意
味
の
も
う
一
つ
の
中
心
と
し
て
の
他
者
存
在
と
の
間
に
言
語
を
交
わ
す
こ
と
の
中
で
、
他
者
が
発
す
る
言
語
的
意
味

を
理
解
し
、
あ
る
い
は
他
者
へ
と
言
語
的
意
味
を
送
る
こ
と
に
お
い
て
、
他
者
存
在
と
い
う
意
味
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
対
話
と
い
う
有

九
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り
方
を
確
立
す
る
。
あ
る
い
は
、
言
語
的
意
味
を
読
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
的
意
味
へ
と
己
れ
の
存
在
を
適
合
せ
し
め
る
中
で
、

自
己
の
有
り
方
を
確
立
す
る
。
例
え
ば
、
書
物
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
書
物
の
中
に
記
述
さ
れ
て
い
る
言
語
的
意
味
を
理
解
す
る
中
で
、

書
物
を
読
む
と
い
う
自
ら
の
有
り
方
を
確
立
す
る
。
あ
る
い
は
看
板
に
書
か
れ
て
い
る
何
ら
か
の
文
字
を
読
み
、
そ
れ
を
理
解
す
る
中

で
、
そ
の
看
板
の
文
字
の
指
示
に
従
っ
て
、
自
ら
を
振
り
舞
わ
せ
し
め
る
。
そ
の
よ
う
に
、
人
闇
存
在
は
世
界
に
散
在
す
る
様
々
な
意
味

へ
と
己
れ
の
存
在
を
適
合
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
度
の
己
れ
の
有
り
方
を
確
立
し
つ
つ
、
日
常
性
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
諸
々
の
意
味
と
、
自
己
の
存
在
と
の
存
在
関
係
の
中
で
、
自
ら
の
有
り
方
を
維
持
し
つ
つ
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
は
、
人
間
存
在
は
意
味
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
有
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
、
意
味
と
関
わ
り
、
意
味
と
関

係
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
自
身
の
そ
の
都
度
の
有
り
方
を
確
立
し
つ
つ
有
る
こ
と
の
中
で
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
は
成
立

す
る
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
心
的
生
起
は
、
諸
々
の
意
味
と
の
存
在
関
係
に
お
い
て
為
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

心
的
生
起
の
継
起
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
一
念
三
千
と
い
う
心
的
体
系
は
、
諸
々
の
意
味
と
の
存
在
関
係
に
お
い
て
成
立
す
る
と
い
え

る
。
「
當
髄
義
砂
」
に
い
わ
く
、

 
 
ヘ
ハ
シ
 
ノ
ノ
ヘ
ハ
 
ニ
リ
ヲ
ヘ
ハ
 
ニ
ル
 

ノ
 
ナ
レ
ト
モ
テ
ニ
 

ル
カ
カ
ラ

 
「
讐
如
下
水
精
玉
向
二
日
輪
一
取
・
火
向
二
月
面
一
取
・
水
 
玉
器
一
 
随
・
縁
其
功
不
日
・
同
也
。

 
言
え
ば
水
精
の
玉
の
日
輪
に
向
え
ば
火
を
取
り
月
輪
に
向
え
ば
水
を
取
る
玉
の
体
一
な
れ
ど
も
縁
に
随
て
其
の
功
同
じ
か
ら
ざ
る
が

 
 
あ
 

如
し
」

 
す
な
わ
ち
、
心
的
体
系
の
一
契
機
で
あ
る
十
如
是
の
中
の
縁
と
は
、
こ
の
諸
々
の
意
味
と
の
存
在
関
係
を
い
う
の
で
あ
る
。
心
的
状
態

の
転
換
、
例
え
ば
人
界
か
ら
餓
鬼
界
へ
の
転
換
、
あ
る
い
は
人
界
か
ら
天
界
へ
の
転
換
と
い
う
心
的
生
起
は
、
諸
々
の
意
味
と
の
存
在
関

係
に
お
い
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
仏
教
で
は
縁
起
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
諸
々
の
意
味
の
関
係
構
造
へ
の
関
与
に
お
い

て
、
心
的
生
起
が
生
じ
、
心
的
存
在
内
の
流
動
性
が
生
ず
る
中
で
、
一
念
三
千
の
体
系
が
成
立
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
縁
起
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
は
そ
う
し
た
諸
々
の
意
味
と
の
存
在
論
的
関
与
に
お
い
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
と
い
っ
て
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よ
い
。
十
如
是
の
相
性
体
力
作
因
縁
果
報
本
末
究
寛
等
も
、
有
意
味
的
存
在
者
の
意
味
を
人
間
存
在
の
有
り
方
の
内
に
取
り
込
み
、
意
味

と
の
共
犯
に
よ
っ
て
己
れ
の
有
り
方
を
確
立
す
る
中
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
十
如
是
は
、
心
的
生
起

を
十
の
側
面
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
心
的
存
在
が
諸
々
の
意
味
の
関
係
構
造
の
内
に
自
ら
を
有
ら
し
め
、
そ
れ
ら
を
己
れ
の

有
り
方
の
中
に
取
り
入
れ
、
自
己
の
有
り
方
を
世
界
に
お
い
て
確
立
す
る
こ
と
の
心
的
存
在
の
諸
相
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
五
陰
世

間
と
し
て
の
色
受
道
行
識
は
、
意
味
へ
の
関
与
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
が
、
人
間
存
在
が
諸
々
の
意
味
の
関
係
構
造
の
中
に
己
れ
の
存
在
を

組
み
込
む
こ
と
の
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
自
己
が
諸
々
の
意
味
の
関
係
構
造
の
内
に
身
を
置
き
、
そ
れ
ら
へ
の
存
在

論
的
関
与
に
お
い
て
、
自
己
が
世
界
の
内
に
有
る
こ
と
か
ら
、
意
味
体
系
の
一
つ
の
中
心
と
し
て
、
諸
々
の
意
味
を
自
己
の
有
り
方
に
即

し
て
配
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
々
の
意
味
の
自
己
の
有
り
方
に
と
っ
て
の
意
味
性
を
理
解
す
る
こ
と
の
プ
ロ
セ
ス
が
面
前
世
間
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
認
識
と
存
在
と
は
等
根
源
的
で
あ
り
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
そ
の
こ
と
が
、
世
界
と
自
己
の
認
識
で
あ
る
。
認
識
が
存
在

に
先
行
す
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
存
在
が
認
識
に
先
行
す
る
の
で
も
な
い
。
人
間
存
在
が
意
味
へ
と
関
与
し
、
意
味
を
己
れ
の
存
在
の
内

に
取
り
入
れ
て
、
あ
る
有
り
方
を
確
立
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
即
有
意
味
的
存
在
者
の
有
す
る
、
己
れ
の
有
り
方
に
と
っ
て
の
意
味
の

認
識
で
あ
り
、
己
れ
が
、
そ
の
意
味
を
己
れ
の
存
在
の
内
に
取
り
入
れ
て
、
あ
る
有
り
方
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
己
れ
の
存
在
が
、
世
界
の
内
の
あ
る
空
間
を
占
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
世
界
の
諸
々
の
意
味
の

配
列
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
自
己
の
有
り
方
を
、
あ
る
意
味
へ
と
超
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
に
散
在
す
る

諸
々
の
意
味
は
有
機
化
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
、
意
味
の
自
己
の
存
在
に
と
っ
て
の
有
意
味
性
の
認
識
と
、
そ
の
意

味
を
自
己
の
存
在
の
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
自
己
の
有
り
方
の
認
識
と
は
同
一
で
あ
り
、
分
析
を
加
え
る
な
ら

ば
、
主
体
の
認
識
と
客
体
の
認
識
へ
と
分
岐
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
己
の
心
的
存
在
が
諸
々
の
意
味
の
関
係
構
造
の
中

に
有
る
こ
と
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
客
体
面
の
認
識
と
主
体
面
の
認
識
と
は
同
一
の
事
柄
で
あ
り
、
同
一
の
事
態
の
三
つ
の
分
岐
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
陰
世
間
に
お
い
て
、
客
体
を
認
識
し
、
そ
れ
に
作
用
し
、
そ
の
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と

九
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は
、
心
的
体
系
が
意
味
を
己
れ
の
存
在
の
内
に
取
り
入
れ
て
、
あ
る
有
り
方
を
確
立
す
る
こ
と
と
等
根
源
的
で
あ
り
、
同
一
の
事
態
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

 
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
諸
々
の
意
味
は
全
体
的
世
界
に
お
い
て
産
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
互
主
観
的
行
為
構
造
と
し
て
の
全
体
的

世
界
に
お
い
て
、
意
味
の
全
体
的
枠
組
み
、
言
い
換
え
れ
ば
、
意
味
体
系
の
関
係
構
造
が
産
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
意
味
は
そ

の
全
体
的
な
関
係
構
造
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
、
規
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
全
体
的
な
意
味
の
関
係
構
造
は
、
新
し
い
意
味
を
産
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
己
の
構
造
を
転
換
さ
せ
る
。
人
間
存
在
は
、
相
互
主
観
的
存
在
と
し
て
、
他
者
と
の
共
存
の
中
で
、
諸
々
の
意
味
を
己
れ

の
有
り
方
の
内
に
取
り
入
れ
て
、
世
界
の
中
で
己
れ
の
有
り
方
を
確
立
し
つ
つ
日
常
性
を
構
成
す
る
中
で
、
そ
う
し
た
意
味
を
全
体
的
世

界
の
内
に
定
着
さ
せ
、
意
味
体
系
の
総
体
と
し
て
の
全
体
的
世
界
を
維
持
し
て
ゆ
く
。
意
味
が
意
味
と
し
て
、
相
互
主
観
的
行
為
構
造
と

し
て
の
全
体
的
世
界
の
内
に
定
着
し
、
全
体
的
世
界
を
維
持
す
る
契
機
と
な
る
の
は
、
個
々
の
人
間
存
在
が
そ
れ
ら
の
意
味
を
己
れ
の
存

在
の
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
己
れ
の
日
常
性
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
意
味
体
系
の
集
合
体
と
し
て
の

全
体
的
世
界
が
、
一
念
三
千
に
お
け
る
国
土
世
間
で
あ
る
。
国
土
世
間
は
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
心
的
体
系
の
契
機
を
為
す
周
囲
世
界
の

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
意
味
論
に
引
き
寄
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
意
味
の
あ
る
ま
と
ま
り
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
相
互
主

観
的
な
人
間
の
存
在
が
か
ら
み
合
っ
て
意
味
の
集
合
体
を
維
持
す
る
全
体
的
世
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
存
在

の
存
在
が
組
み
込
ま
れ
る
の
は
、
常
に
何
ら
か
の
全
体
的
世
界
に
お
い
て
で
あ
り
、
意
味
の
集
合
体
に
お
い
て
で
あ
る
。
関
係
の
体
系
と

し
て
の
心
的
存
在
、
す
な
わ
ち
一
念
の
空
間
的
な
拡
が
り
は
、
そ
の
都
度
の
心
的
状
態
に
依
っ
て
、
大
き
く
な
っ
た
り
小
さ
く
な
っ
た
り

す
る
。
す
な
わ
ち
、
心
的
存
在
が
包
摂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
契
機
と
す
る
国
土
世
間
は
、
心
的
状
態
に
依
っ
て
拡
大
し
た
り
縮

小
し
た
り
す
る
。
例
え
ば
、
苦
悩
す
る
心
的
状
態
と
し
て
の
地
獄
界
で
あ
る
な
ら
ば
、
心
的
拡
が
り
極
度
に
縮
小
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
意

味
は
そ
の
心
的
体
系
か
ら
離
脱
し
、
心
的
存
在
に
と
っ
て
苦
悩
の
対
象
と
な
る
も
の
の
み
が
、
心
的
体
系
の
拡
が
り
の
範
囲
と
な
る
。
あ

る
い
は
人
界
の
ご
と
く
、
平
常
な
心
的
状
態
の
場
合
に
は
、
心
的
体
系
が
存
在
す
る
意
味
体
系
の
集
合
体
と
し
て
の
、
あ
る
全
体
的
世
界
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が
、
心
的
体
系
の
拡
が
り
の
範
囲
と
し
て
、
心
的
体
系
へ
と
帰
属
す
る
。
ま
た
仏
界
の
場
合
に
は
、
心
的
体
系
の
空
間
的
拡
が
り
は
極
度

に
拡
大
さ
れ
て
ゆ
き
、
あ
ら
ゆ
る
空
間
を
包
摂
す
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
が
最
後
の
著
書
『
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
』
で
述
べ
た
、
開
い
た
魂

（
団
目
Φ
。
口
く
①
詳
①
）
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
同
書
に
お
い
て
、
開
い
た
魂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
「
も
う
一
つ
の
態
度
は
開
い
た
魂
の
態
度
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
な
に
が
な
か
に
入
り
込
む
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
魂
は
全
人
類
を

包
容
す
る
、
と
い
っ
て
も
、
い
い
過
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
い
い
足
り
な
い
と
さ
え
い
え
る
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
魂
の
愛
は
、

動
物
や
植
物
や
、
自
然
全
体
に
ま
で
、
及
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
こ
の
魂
を
占
有
す
る
に
至
る
だ
ろ
う
何
物
で
あ
れ
、

こ
の
魂
の
取
っ
た
態
度
を
定
義
す
る
に
は
、
充
分
で
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
魂
は
、
厳
密
な
意
味
で
、
そ
う
し
た
も
の
が
一

切
な
く
て
も
済
ま
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
魂
の
形
式
は
そ
の
内
容
に
は
依
存
し
な
い
。
我
々
は
今
し
が
た
そ
の
形
式
の
中
味
を
充
た

し
た
が
、
今
後
は
そ
れ
を
空
虚
に
す
る
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
慈
悲
心
は
、
地
上
に
何
ら
の
他
の
生
物
が
も
は
や
存
在
し
な
い
よ
う
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 

時
で
さ
え
も
、
そ
の
心
を
持
つ
者
の
う
ち
に
生
き
続
け
る
だ
ろ
う
。
」

 
仏
界
と
い
う
心
的
状
態
に
お
い
て
は
、
そ
の
現
象
面
を
見
る
な
ら
ば
、
身
体
的
存
在
が
あ
る
意
味
へ
と
関
与
し
、
己
れ
の
存
在
へ
と
あ

る
意
味
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
的
世
界
に
お
い
て
あ
る
有
り
方
を
確
立
し
つ
つ
、
全
体
的
世
界
を
構
成
す
る
意
味
体
系
を
維

持
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
心
的
存
在
は
無
限
に
拡
大
し
、
そ
の
身
体
的
存
在
が
帰
属
す
る
全
体
的
世
界
を
召
出
し
、
あ
る
い
は
諸
々
の

重
層
的
な
全
体
的
世
界
を
超
え
て
、
無
限
に
拡
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
 
 
 
 
 
ク
 
ニ
 
 
ル
 
 
 
ハ
 
 
 
ノ
 
 
 
ナ
リ
 
 
ニ
 
 
 
ノ
 
 
 
ブ
テ
 
ノ
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ネ
シ
 
 
 
 
 
ニ

 
「
妙
樂
大
師
云
當
・
知
身
土
一
念
三
千
。
故
成
道
野
壷
此
此
本
貫
二
身
一
念
遍
二
於
法
界

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

 
妙
楽
大
師
云
く
『
当
に
知
る
べ
し
身
土
一
念
の
三
千
な
り
故
に
成
道
の
時
此
の
本
営
に
称
う
て
一
身
一
念
法
界
に
遍
し
』
」

 
コ
本
因
本
果
事

 
 
 
ク
 
 
 
 
 
 
ノ
て
い
た
ら
く
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ヲ
 
ス
ル
 
 
 
 
 
 
ニ
 
ク

 
法
界
悉
堂
住
不
滅
爲
髄
云
也
。
サ
レ
バ
妙
曲
大
師
此
事
即
時
 
弘
決
云
 
當
知
身
土
一
念
三
千
故
成
道
時
構
当
量
理
一
身
一
念
遍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
ヲ
シ
 
 
 
ト
ハ
 
 
 
 
 

ト
ハ
レ
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
ト
ハ
 
 
 
ノ
 
ノ

於
法
界
云
云
。
此
繹
分
明
本
因
本
果
繹
タ
リ
。
曲
率
一
切
衆
生
也
。
土
左
此
一
切
衆
生
住
着
也
。
一
念
者
此
衆
生
念
念
作
業
也
。
故
成

九
五
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ト
ハ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
ト
ハ
 
シ
 
 
 
 
 
 
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
 
ル
 
 
チ
 
 
 
ハ

道
時
稻
此
本
理
本
因
善
果
成
道
也
。
本
理
本
配
本
果
善
事
也
。
法
界
五
大
也
。
所
詮
法
華
纒
奉
・
持
行
者
若
在
半
商
蓮
華
化
生
ナ
レ
バ

 
 
 
ノ
 
 

ニ
フ
 
 
 
ノ
ニ
 
 
 
 
ノ
ニ
ト
ハ
ヲ
ル
ヲ
チ
 
 
 
 
ト
ハ

稻
書
本
理
論
道
也
。
本
理
稔
ト
ハ
妙
法
蓮
華
纒
本
理
稻
フ
ト
云
事
書
。
法
華
纏
本
理
稻
舞
鶴
奉
・
持
云
也
。
若
有
能
持
則
持
正
身
是
也
。

 
一
本
因
本
辞
の
事
 
 
法
界
悉
く
常
住
不
滅
の
為
体
を
云
う
な
り
、
さ
れ
ば
豊
楽
大
師
・
此
の
事
を
釈
す
る
時
・
弘
決
に
云
く
当
7
知

身
土
一
念
三
千
・
故
成
道
時
称
二
書
本
理
二
身
一
念
遍
二
於
法
界
一
云
云
、
此
の
釈
分
明
に
本
因
豆
果
を
釈
し
た
り
、
身
と
云
う
は
一
切
衆

生
な
り
、
土
と
云
う
は
此
の
一
切
衆
生
の
住
処
な
り
一
念
と
は
此
の
衆
生
の
念
念
の
作
業
な
り
、
故
成
道
時
称
二
乱
言
理
一
と
は
本
因
本
果

の
成
道
な
り
、
整
理
と
本
因
本
曇
と
は
同
じ
事
な
り
法
界
と
は
五
大
な
り
、
所
詮
法
華
経
を
持
ち
奉
る
行
者
は
若
在
仏
前
蓮
華
化
生
な
れ

ば
称
此
本
理
の
成
道
な
り
、
本
理
に
称
う
と
は
妙
法
蓮
華
経
の
本
立
に
称
う
と
云
う
事
な
り
、
法
華
経
の
本
立
に
叶
う
と
は
此
の
経
を
持

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
奉
る
を
云
う
な
り
、
若
有
能
持
則
持
仏
身
と
は
是
な
り
。
」

 
（
5
1
3
）

 
仏
界
の
存
在
論
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
時
間
性
の
問
題
に
移
ろ
う
。
心
的
体
系
は
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
そ
の

心
的
状
態
に
よ
っ
て
空
間
的
に
拡
大
し
た
り
、
縮
小
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
、
心
的
体
系
は
何
ら
か
の
意
味
が
存
在

す
る
場
と
し
て
の
国
土
世
間
、
周
囲
世
界
を
、
自
ら
の
契
機
と
し
て
有
し
て
い
る
。
身
体
的
存
在
と
し
て
の
人
間
存
在
が
、
己
れ
の
存
在

の
内
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
あ
る
有
り
方
を
確
立
す
る
中
で
包
摂
す
る
有
意
味
的
存
在
者
を
、
心
的
存
在
、
す
な
わ
ち
一
念
が
超
え
て
い
る

場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
同
範
囲
で
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
心
的
拡
が
り
が
そ
れ
よ
り
縮
小
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
身
体
的
存
在
と
し

て
の
人
間
存
在
は
、
時
間
的
存
在
と
し
て
己
れ
の
ま
だ
来
ら
ざ
る
存
在
、
将
来
と
し
て
の
存
在
を
未
決
定
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
つ
ま
り
自
由
で
あ
る
こ
と
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
己
れ
の
既
在
的
事
実
串
良
り
方
を
超
出
し
て
、
新
し
い

有
意
味
的
存
在
者
を
自
己
の
存
在
の
内
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
存
在
の
未
決
定
的
部
分
を
自
己
へ
と
到
来
せ
し
め
る
。
そ

の
よ
う
に
自
由
で
あ
り
つ
つ
存
在
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
時
間
的
存
在
と
し
て
有
る
こ
と
の
中
で
、
諸
々
の
意
味
が
人
間
存
在
の
有
り
方

に
対
し
て
現
出
す
る
。
そ
の
よ
う
に
身
体
的
存
在
が
時
間
的
存
在
と
し
て
、
未
来
へ
と
開
か
れ
て
有
る
ご
と
く
、
心
的
体
系
も
時
間
性
を
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有
し
て
い
る
。

 
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ノ
 
ニ
 
 
ハ
 
ル
 
 
 
 
レ
 
ト
ひ
ら
け
た
る
 
ニ
シ
テ
 
モ
 
モ

 
「
己
者
過
去
也
。
來
者
未
來
也
。
己
來
里
中
現
在
有
也
。
我
實
叢
雲
 
異
装
無
量
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ら

 
己
と
は
過
去
な
り
来
と
は
未
来
な
り
己
来
の
言
の
中
に
現
在
は
有
る
な
り
、
雨
量
と
転
け
た
る
仏
に
し
て
己
も
来
も
無
量
な
り
無
辺
な

 
 
 

り
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

 
た
だ
し
、
身
体
的
存
在
の
時
間
性
は
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
脱
自
的
存
在
と
し
て
、
あ
る
意
味
と
と
も
に
構
成
す
る
現
在
の
有
り
方

を
、
他
の
意
味
へ
と
超
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
本
来
を
到
来
さ
せ
る
こ
と
の
成
立
根
拠
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
う
し
た
身
体

的
存
在
の
意
味
へ
の
企
投
と
し
て
の
時
間
性
を
、
一
念
は
自
己
の
内
に
刻
印
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
因
果
的
な
連
鎖
を
形
成
す
る
。
す
な

わ
ち
、
身
体
的
存
在
の
意
味
へ
の
企
投
、
己
れ
の
存
在
の
意
味
へ
の
適
合
、
意
味
か
ら
の
離
脱
の
構
造
は
、
一
念
の
中
に
因
と
し
て
刻
印

さ
れ
て
、
果
と
し
て
現
成
す
る
因
果
性
の
連
鎖
と
し
て
の
時
間
性
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
心
的
体
系
の
時
間
性
は
、
身
体
的
存
在
と
し
て

の
人
間
存
在
の
時
間
性
が
、
有
意
味
的
存
在
者
の
意
味
へ
の
己
れ
の
存
在
の
適
合
に
よ
り
、
世
界
の
内
で
の
己
れ
の
有
り
方
の
確
立
の
根

拠
と
し
て
、
人
間
存
在
の
存
在
構
造
の
契
機
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
う
し
た
意
味
へ
の
適
合
、
意
味
か
ら
の
離
脱
の
構
造
が
、
心
的
体

系
と
し
て
の
一
念
の
内
に
因
と
し
て
刻
印
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
れ
が
果
と
し
て
心
的
状
態
へ
と
現
成
し
、
将
来
の
心
的
状
態
を
そ
の
果
と
し

て
規
定
す
る
。

 
 
 
 
 
ニ
 
ク
 
 
 
セ
ハ
 
ン
ト
 
 
 
ノ
 
ヲ
 
 
ヨ
 
 
 
 
 
ノ
 
ヲ
 
 
 
セ
ハ
 
ン
ト
 
 
 
ノ
 
ヲ
 
 
ヨ
 
 
 
 
 
ノ
 
ヲ

 
「
心
地
観
纒
云
 
欲
・
知
二
過
去
因
一
見
二
業
現
在
果
↓
欲
・
知
二
未
來
果
一
見
姫
飯
現
在
因
等
云
云
。

 
心
地
観
経
に
曰
く
『
過
去
の
因
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
其
の
現
在
の
果
を
見
よ
未
来
の
果
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
其
の
現
在
の
因
を
見
よ
』

 
 
 
れ
 

等
云
云
」

 
身
体
的
存
在
と
し
て
の
人
間
存
在
の
時
間
性
が
、
意
味
を
そ
の
有
り
方
へ
と
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
の
有
り
方
を
確
立

す
る
構
造
と
し
て
、
存
在
論
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
心
的
体
系
の
時
間
性
は
、
そ
う
し
た
人
間
存
在
の
振
る
舞
い
が
因
と
し
て

心
的
体
系
の
内
に
刻
印
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
人
間
存
在
の
振
る
舞
い
の
内
に
果
と
し
て
現
成
し
て
く
る
と
い
っ
た
、
宗
教
倫
理

九
七
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的
な
色
彩
が
濃
い
と
い
え
る
。
心
地
観
経
か
ら
の
引
用
文
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
善
な
る
因
を
一
念
の
内
に
刻
印
す
る
な
ら

ば
、
善
な
る
果
が
生
じ
、
悪
な
る
因
を
一
念
の
内
に
刻
印
す
れ
ば
、
悪
な
る
果
が
生
ず
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
心
的
体
系
の
時
間
性
が
、
心
的
体
系
を
成
立
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念

三
千
の
成
立
は
、
心
的
体
系
が
、
世
界
の
内
に
存
在
す
る
意
味
の
関
係
構
造
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
う
し
た
諸
々
の
意
味
と

の
相
関
に
お
い
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
因
果
の
連
鎖
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
場
合
に
、
心
的
体
系
の
時
間
性
に
な
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
念
三
千
の
契
機
を
為
す
十
如
是
の
因
縁
果
報
は
、
そ
れ
自
身
時
間
的
な
概
念
で
あ
り
、
諸
々
の
意
味
と
の
相
関

に
お
い
て
有
る
こ
と
の
時
間
性
に
光
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
あ
る
い
は
、
十
界
互
具
と
し
て
の
百
法
界
に
お
け
る
、
諸
々
の

心
的
状
態
の
相
互
転
換
に
よ
る
、
心
的
生
起
も
時
間
性
を
構
成
す
る
契
機
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
諸
々
の
心
的
状
態
の
相
互
転
換
そ
の
こ
と

自
体
が
、
因
果
の
連
鎖
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
意
味
の
関
係
構
造
へ
の
関
心
に
よ
る
、
諸
々
の
意
味
へ
の
関
与
の
中
で
、
身
体
的
存

在
の
世
界
の
内
に
お
け
る
そ
の
都
度
の
有
り
方
の
確
立
の
心
的
体
系
へ
の
刻
印
は
、
心
的
状
態
の
相
互
転
換
へ
と
展
開
す
る
。
つ
ま
り
、

意
味
へ
の
関
与
に
よ
っ
て
、
あ
る
心
的
生
起
が
有
り
、
そ
の
こ
と
が
因
を
心
的
体
系
の
内
へ
と
刻
印
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
果
と
な
っ
て
現

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
心
的
状
態
の
相
互
転
換
を
為
す
。
そ
の
よ
う
に
、
心
的
体
系
に
お
け
る
因
果
の
連
鎖
は
、
百
法
界
に
お

け
る
断
え
ざ
る
心
的
状
態
の
相
互
転
換
と
し
て
生
起
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
諸
々
の
意
味
へ
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
生
ず
る

の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
心
的
体
系
の
因
果
的
時
間
性
は
、
根
源
的
に
は
因
果
同
時
、
す
な
わ
ち
因
果
倶
時
で
あ
る
と
、
日
蓮
は
述

べ
て
い
る
。

 
 
 
 
ニ
リ
 
 
 
 
 
テ
 

テ
ク
 

ト
 
 
 
 
 
 
ナ
ル
コ
ト
リ
 
 
 

ニ
 
ニ
 
 
 

ク
 

ト
 
 
 
ニ
ス
ル

 
「
又
劫
初
有
二
華
草
刃
聖
人
見
・
理
難
名
二
蓮
華
而
蓮
華
草
因
果
農
時
 
似
妙
法
蓮
華
↓
故
此
華
草
同
名
二
蓮
華
一
也
。
水
中
生
赤
蓮
華
・

 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
テ
 
 
 
 
 
ヲ
 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
ス
ル
ハ
 
ノ

白
蓮
華
等
蓮
華
是
也
。
讐
鍮
蓮
華
雨
蓋
華
草
蓮
華
也
。
以
二
此
華
草
一
顯
二
難
解
之
妙
法
蓮
華
幻
天
台
大
師
妙
法
難
解
 
假
讐
易
顯
繹
 
是

意
也
。

 
又
劫
初
に
華
草
有
り
聖
人
理
を
見
て
号
し
て
蓮
華
と
名
く
此
の
華
草
・
因
果
倶
時
な
る
こ
と
妙
法
蓮
華
に
似
た
り
故
に
此
の
華
草
同
じ
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く
蓮
華
と
惹
く
る
な
り
水
中
に
生
ず
る
赤
蓮
華
・
白
蓮
華
等
の
蓮
華
是
な
り
、
讐
喩
の
蓮
華
と
は
此
の
華
草
の
蓮
華
な
り
此
の
華
草
を
以

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

て
難
解
の
妙
法
蓮
華
を
顕
す
天
台
大
師
の
妙
法
は
解
し
難
く
讐
を
尽
り
て
顕
れ
易
し
と
釈
す
る
は
是
の
意
な
り
。
」

 
つ
ま
り
、
心
的
体
系
に
刻
印
さ
れ
る
因
は
、
同
時
に
果
を
伴
う
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
種
と
果
実
と
が
同
時
に
生
ず
る
蓮
華
に
類
似
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
心
的
体
系
の
根
源
に
お
い
て
は
、
因
と
果
と
は
同
時
で
あ
り
、
あ
る
因
が
刻
印
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
果

が
同
時
に
そ
れ
に
伴
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
心
的
体
系
に
お
け
る
心
的
諸
状
態
の
転
換
は
、
因
果
異
時
で
あ
り
、
あ
る
い
は
身

体
不
存
在
と
し
て
の
人
間
存
在
の
そ
の
都
度
の
有
り
方
へ
と
布
置
す
る
因
果
も
異
時
で
あ
る
。
因
果
登
時
は
、
根
源
的
な
生
と
し
て
の
妙

法
蓮
華
経
に
お
い
て
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
反
省
的
に
捉
え
う
る
心
的
諸
状
態
に
お
い
て
は
、
因
と
果
と
は
五
時
で
あ
り
、
因
と
果
と
の

間
に
は
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
し
て
、
時
間
性
を
構
成
す
る
の
は
因
果
異
時
で
あ
り
、
因
と
果
と
が
あ
る
隔
た
り
に
お
い
て
生
ず
る
こ
と
に

お
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
根
源
的
に
は
因
と
果
と
が
同
時
で
あ
る
心
的
体
系
に
お
い
て
、
因
果
異
時
が
派
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
因
と

果
と
が
あ
る
隔
た
り
に
お
い
て
生
起
す
る
中
で
、
因
と
果
と
の
連
鎖
と
し
て
の
時
間
性
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
心
的
体
系
に
お
け
る
因
と
果
と
の
現
成
に
よ
り
、
心
的
体
系
は
心
的
体
系
と
し
て
有
り
、
か
つ
時
間
性
と
し
て
の
拡
が
り
を
有
す
る

の
で
あ
る
。

 
（
5
1
4
）

 
わ
れ
わ
れ
は
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
日
蓮
の
本
尊
論
に

つ
い
て
述
べ
よ
う
。
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
一
念
三
千
は
一
元
論
的
関
係
の
体
系
と
し
て
の
世
界
原
理
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
を
曼
茶
羅
と
し
て
図
顕
し
た
の
が
、
日
蓮
の
本
尊
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「
一
念
三
千
の
法
門
を
ふ
り
す
～
ぎ
（
振
濯
）
た
て
た
る
大
曼
茶
羅
な
り
。
」

 
す
な
わ
ち
、
心
的
体
系
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
一
元
論
的
関
係
の
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
を
曼
茶
羅
と
し
て
あ
ら
わ
し
た
の
が
本
尊

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
日
蓮
が
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
の
法
門
を
癌
腫
羅
と
し
て
あ
ら
わ
す
場
合
に
、
本
尊
の
相
貌
は

九
九
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一
〇
〇

『
法
華
経
』
の
、
い
わ
ゆ
る
虚
空
会
の
儀
式
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。
『
法
華
経
』
の
「
見
宝
塔
賢
才
十
一
」
に
お
い
て
、
大
地
よ
り
巨
大
な

塔
が
出
現
す
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
じ
ゅ
ん
 
た
て
よ
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 

 
「
そ
の
時
、
仏
の
前
に
、
七
宝
の
塔
あ
り
、
高
さ
五
百
由
旬
、
縦
横
二
百
五
十
由
旬
に
し
て
、
地
よ
り
涌
出
し
、
空
中
に
住
在
せ
り
。
」

 
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
霊
鷲
山
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
儀
式
が
、
塔
の
中
、
す
な
わ
ち
空
中
へ
と
そ
の
場
を
移
す
。

 
「
そ
の
時
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
分
身
し
た
ま
え
る
所
の
諸
仏
の
、
悉
く
己
に
来
集
し
て
各
各
、
師
子
の
座
に
坐
し
た
ま
え
る
を
見
そ
な

わ
し
、
皆
、
諸
仏
の
、
同
じ
く
宝
塔
を
開
く
こ
と
を
与
欲
し
た
も
う
を
聞
こ
し
め
し
て
、
即
ち
座
よ
り
起
ち
て
、
虚
空
の
中
に
住
し
た
も

う
。
…
…
そ
の
時
、
多
宝
仏
は
、
宝
塔
の
中
に
お
い
て
、
半
座
を
分
ち
、
釈
迦
牟
尼
仏
に
与
え
て
、
こ
の
言
を
作
し
た
も
う
『
釈
迦
牟
尼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
と
き

仏
よ
、
こ
の
座
に
就
き
た
も
う
べ
し
』
と
。
即
時
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
そ
の
塔
の
中
に
入
り
、
そ
の
半
座
に
坐
し
て
、
結
珈
跣
坐
し
た
も

 
 
あ
 

う
。
」

 
こ
の
よ
う
に
し
て
、
『
法
華
経
』
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る
虚
空
に
お
け
る
儀
式
、
す
な
わ
ち
虚
空
会
が
、
日
蓮
が
本
尊
を
あ
ら
わ
す

場
合
の
、
本
尊
の
相
貌
の
手
掛
り
と
な
っ
て
い
る
。
日
蓮
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
『
法
華
経
』
に
お
い
て
描
か
れ
た
宝
塔
と
は
、
各
人

の
心
的
体
系
の
契
機
を
為
し
、
ま
た
一
念
三
千
と
し
て
の
心
的
体
系
そ
の
も
の
を
宗
教
的
意
味
た
ら
し
め
る
仏
性
を
意
味
す
る
。
す
な

わ
ち
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
ハ

 
「
末
法
に
穿
て
、
法
華
経
を
持
つ
男
女
の
す
が
た
よ
り
外
に
は
寳
塔
な
き
な
り
。
若
年
者
貴
賎
上
下
を
え
ら
ば
ず
、
南
無
妙
法
蓮
華
纒

と
と
な
う
る
も
の
は
、
我
身
寳
塔
に
し
て
、
我
身
糧
嚢
寳
如
軸
心
。
妙
法
蓮
華
経
よ
り
外
に
寳
塔
な
き
な
り
。
法
華
纒
の
題
目
寳
塔
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

り
。
寳
塔
又
南
無
妙
法
蓮
華
経
也
。
」

 
す
べ
て
の
人
間
存
在
に
内
在
す
べ
き
仏
性
、
仏
と
し
て
の
心
的
状
態
を
『
法
華
経
』
の
「
見
宝
塔
品
矛
十
一
」
に
描
か
れ
て
い
る
宝
塔

に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
蓮
は
彼
が
あ
ら
わ
す
本
尊
の
相
貌
を
規
定
す
る
。
「
観
心
本
尊
抄
」
に
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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ノ
ノ
ニ
 
シ
ニ
 
ノ
 
 
ノ
ニ
 
 
 
 
 
ノ
ハ
 
ノ

 
「
其
本
尊
爲
・
髄
 
本
玉
娑
婆
上
寳
盤
景
・
空
 
塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
繹
迦
牟
尼
佛
・
多
目
佛
繹
尊
脇
士
上
行
二
四
菩
薩
 
文
殊
彌
勒

ノ
 
 
 
 
ハ
 
 
ト
シ
テ
 
シ
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
ノ
 
 
 
 
ハ
 
 
ノ
 
シ
テ
 
 
 
ニ
 
 
シ
 
 
ル
カ
 
 
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ハ
 
シ
タ
マ
フ
 
 
ノ
 
ニ
 
 
 
ス
ル
 
 
 
 
ヲ

等
四
菩
薩
雪
虫
 
居
二
末
座
一
廓
化
・
他
方
大
小
諸
菩
薩
萬
民
望
二
大
地
一
如
・
見
二
雲
閣
月
卿
刃
十
方
諸
流
空
情
 
大
地
上
っ
表
墓
園
土
一
故

 
 
キ
 
ノ
 
ハ
 
 
 
 
 
ニ
シ
 
 
 
 
 
 
タ
ル
 
 
ニ

也
。
如
・
是
本
尊
在
世
五
十
鯨
年
無
・
之
。
八
年
之
間
但
眼
二
八
品
一
。

 
 
 
 
 
て
い
た
ら
く

 
基
の
本
尊
の
為
体
野
師
の
娑
婆
の
上
に
宝
塔
空
に
精
し
熱
中
の
妙
法
蓮
華
経
の
左
右
に
釈
迦
牟
尼
仏
・
多
宝
仏
・
釈
尊
の
脇
士
上
行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ん
か
く
げ
つ
れ
い

等
の
四
菩
薩
・
文
殊
弥
勒
等
は
四
菩
薩
の
脊
属
と
し
て
末
座
に
碧
し
迩
化
他
方
の
大
小
の
諸
菩
薩
は
万
民
の
大
地
に
処
し
て
雲
閣
月
卿
を

見
る
が
如
く
十
方
の
諸
仏
は
大
地
の
上
に
処
し
給
う
 
仏
言
言
を
表
す
る
故
な
り
、
是
く
の
如
き
本
尊
は
在
世
五
十
余
年
に
謝
れ
無
し
八

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
の
間
に
も
但
八
品
に
限
る
。
」

 
「
観
心
本
尊
抄
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
本
尊
の
相
貌
は
、
『
法
華
経
』
の
虚
空
会
の
儀
式
を
手
掛
り
に
し
て
描
か
れ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
本
尊
の
相
貌
は
い
わ
ゆ
る
十
界
曼
新
羅
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
本
尊

の
構
図
は
、
「
観
心
本
尊
抄
」
に
挙
げ
ら
れ
た
仏
菩
薩
以
外
に
、
他
の
衆
生
を
も
網
羅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
界
雨
具
の
衆
生
が
中
央

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
妙
法
蓮
華
経
を
中
心
に
し
て
配
列
さ
れ
る
。
「
日
女
御
前
御
返
事
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
本
尊
の
相
貌
を
述
べ
て
い
る
。

 
「
袋
に
日
蓮
い
か
な
る
不
思
議
に
て
や
候
ら
ん
。
龍
樹
・
天
親
等
、
天
台
・
妙
樂
等
だ
に
も
署
し
給
は
ざ
る
大
曼
忍
法
を
、
末
法
二
百

 
 
 
こ
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

留
年
の
比
、
は
じ
め
て
法
華
弘
通
の
は
た
じ
る
し
と
し
て
評
し
奉
る
な
り
。
是
全
く
日
蓮
が
自
作
に
あ
ら
ず
。
多
碧
落
中
大
牟
尼
世
尊
・

分
身
の
諸
質
す
り
か
た
ぎ
（
摺
形
木
）
た
る
本
尊
也
。
さ
れ
ば
首
題
の
五
字
中
央
に
か
か
り
、
四
大
天
王
は
費
塔
の
四
方
に
坐
し
、
繹
迦
・

多
寳
・
本
化
の
四
菩
薩
肩
を
拉
べ
、
普
賢
・
文
殊
等
、
舎
利
弗
・
目
蓮
等
坐
を
屈
し
、
日
天
・
月
天
・
第
六
天
の
魔
王
・
龍
王
・
阿
脩
羅
、

蓋
置
不
動
・
愛
染
は
南
北
の
二
方
に
陣
を
取
り
、
悪
逆
の
達
意
・
愚
凝
の
龍
女
一
座
を
は
り
、
三
千
世
界
の
人
の
壽
命
を
奪
ふ
悪
鬼
た
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
か
の
み
な
ら
ず
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
等
、
加
之
、
日
本
國
の
守
護
柚
た
る
天
照
太
神
・
八
幡
大
菩
薩
・
天
柚
七
代
・
地
碑
五
代
の
沖
神
、
総
じ
て
大
小

 
 
 
た
い
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
ニ
ク
シ
テ
ノ
ヲ
 
リ
ニ

柿
砥
等
髄
の
神
つ
ら
な
る
、
其
蝕
の
用
の
三
豊
も
る
べ
き
や
。
寳
塔
品
云
 
接
二
諸
大
衆
一
皆
在
国
虚
空
一
云
云
。
此
等
の
佛
・
菩
薩
・
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
ん

聖
等
、
捻
じ
て
序
品
単
坐
の
二
界
八
番
の
雑
衆
等
、
一
人
も
も
れ
ず
。
此
御
本
尊
の
中
に
住
し
給
、
妙
法
五
字
の
光
明
に
て
ら
さ
れ
て
本

一
〇
一
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一
〇
二

ぬ
 
 
そ
ん
ぎ
ゃ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
 
 
 
 
ニ
 
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
の
尊
形
と
な
る
。
是
を
本
尊
と
は
申
也
。
纒
云
 
諸
法
實
相
是
也
。
」

 
こ
れ
が
、
日
蓮
が
あ
ら
わ
し
た
本
尊
の
相
貌
で
あ
り
、
そ
れ
は
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
関
係
の
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
の
具
象
化
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
関
係
の
体
系
と
し
て
の
本
尊
は
、
一
元
論
的
な
関
係
の
体
系
と
し
て
の
そ
れ
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
、
一
般
論
と

し
て
の
一
念
三
千
の
幽
幽
で
は
な
く
、
仏
界
所
具
と
し
て
の
十
界
、
す
な
わ
ち
仏
界
と
し
て
の
心
的
状
態
が
顕
現
さ
れ
た
か
た
ち
で
の
一

念
三
千
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
先
の
引
用
文
に
も
あ
る
と
お
り
、
本
尊
の
中
央
に
は
、
妙
法
蓮
華
経
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ

の
他
は
妙
法
蓮
華
経
を
中
心
に
し
て
、
配
列
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
関
係
の
体
系
と
し
て
の
一
念
三

千
を
あ
ら
わ
し
た
本
尊
で
は
、
時
間
性
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
は
時

間
的
契
機
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち
、
因
果
の
連
鎖
と
し
て
の
時
間
性
が
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
を
成
り
立
た
し
め

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
念
三
千
の
具
現
と
し
て
の
本
尊
に
お
い
て
は
、
時
間
的
な
関
係
性
の
契
機
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
「
観
心
本
尊
抄
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 
 
 
 
ニ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ
 
ノ
 
ハ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ニ
シ
テ
 
ノ

 
「
壽
量
品
云
 
然
我
實
成
苗
己
來
無
量
無
邊
百
千
萬
億
垂
雪
他
親
等
云
云
。
我
等
己
心
繹
尊
五
百
書
協
乃
至
所
顯
三
身
 
無
始
古
佛
也
。

 
無
量
品
に
届
く
『
然
る
に
我
実
に
成
仏
し
て
よ
り
呈
出
・
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
佗
劫
な
り
』
等
云
云
、
我
等
が
己
心
の
釈
尊
は
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

百
塵
点
乃
至
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
な
り
。
」

 
ま
た
「
三
世
諸
佛
総
勘
文
教
相
屡
立
」
に
い
わ
く
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
か
み
 
 
 
 
ニ
テ
 
 
 
セ
シ
 
 
し
ろ
し
め
し
テ
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
ナ
リ
ト
 
 
 
 
ニ
 
キ
タ
マ
ヒ
キ
 
ヲ
 
 
 
ニ
 
ニ
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
「
繹
迦
如
來
五
百
塵
貼
劫
雲
煙
初
 
凡
夫
御
坐
時
知
二
我
身
地
水
火
風
空
一
 
即
座
開
・
 
悟
。
親
鍵
二
化
他
一
世
々
番
々
出
世
成

シ
 
 
 
ニ
 
 
 
シ
 
 
ニ
 
シ
 
 
ニ
 
シ
テ
 
テ
ル
 
ニ
ヲ
 

ラ
シ
メ
 
 
ニ
 
 
 

ニ
ケ
 

ノ
ヲ
 
 
ス
 
ヲ

道
在
々
庭
々
八
相
作
佛
 
王
宮
誕
生
 
樹
下
成
道
 
始
成
・
佛
様
見
二
野
 
 
衆
生
一
四
十
鯨
年
儲
二
方
便
教
一
隙
目
引
衆
生
幻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
か
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ろ

 
釈
迦
如
来
・
五
百
塵
点
劫
の
当
初
・
凡
夫
に
て
御
坐
せ
し
時
我
が
身
は
地
水
火
風
空
な
り
と
憎
し
め
し
て
即
座
に
悟
を
開
き
給
い
き
、

後
に
化
他
の
為
に
世
世
・
番
番
に
出
世
・
成
道
し
在
在
・
処
処
に
八
相
作
仏
し
王
宮
に
誕
生
し
樹
下
に
成
道
し
て
始
め
て
仏
に
成
る
様
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 

衆
生
に
見
知
ら
し
め
四
十
余
年
に
方
便
教
を
儲
け
衆
生
を
誘
引
す
。
」
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こ
う
し
た
引
用
文
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
根
拠
は
、
や
は
り
『
法
華
経
』
の
中
に
有
る
。
つ
ま
り
、
『
法
華
経
』
の
中
で
最
も
重
要
な

部
分
で
あ
る
「
寿
量
品
才
十
六
」
に
お
い
て
、
釈
迦
の
成
道
を
五
百
友
清
劫
と
い
う
過
去
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
「
開
目
黒
」
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。

 
「
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
盤
面
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
龍
樹
天
親
知
て
、
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ
ず
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
。
」

 
す
な
わ
ち
、
一
念
三
千
の
中
心
を
為
し
、
日
蓮
が
あ
ら
わ
し
た
本
尊
の
中
心
を
為
す
「
無
始
の
古
仏
」
で
あ
る
仏
が
明
ら
か
に
さ
れ
る

の
は
、
『
法
華
経
』
の
「
寿
量
品
才
十
六
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
寿
量
品
矛
十
六
」
に
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
の
か
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ゆ
た
 
 
 

 
お
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
の
か
た
 

く
お
ん

 
「
わ
れ
は
実
に
成
仏
し
て
よ
り
己
来
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
な
り
。
」
「
わ
れ
は
実
に
成
仏
し
て
よ
り
己
来
、
久
遠
な
る
こ
と

か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斯
く
の
若
し
。
」

 
つ
ま
り
、
釈
迦
は
イ
ン
ド
で
生
誕
し
て
、
数
々
の
修
行
を
し
て
、
菩
提
樹
の
下
で
悟
り
を
開
き
、
は
じ
め
て
成
仏
し
た
の
で
は
な
く
、

五
百
塵
点
劫
と
い
う
昔
に
既
に
成
仏
し
て
い
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
「
寿
言
品
才
十
六
」
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ

る
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
釈
迦
が
は
じ
め
て
成
道
し
た
本
島
が
五
百
塵
点
劫
と
い
う
、
無
限
に
近
い
過
去
の
時
間
に
設
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
仏
の
寿
命
が
明
確
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
蓮
が
あ
ら
わ
し
た
本
尊
の
中
央
に
位
置
す
る
妙
法
蓮
華
経
は
、
ま
さ

に
こ
の
五
百
得
点
劫
成
道
の
古
仏
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
心
的
体
系
に
お
い
て
中
心
を
為
す
仏
性
も
、
同
じ
く
五

百
塵
点
々
成
道
の
古
仏
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
蓮
が
あ
ら
わ
し
た
本
尊
、
す
な
わ
ち
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念

三
千
を
具
象
化
し
た
曼
茶
羅
は
、
空
間
に
拡
が
る
一
念
三
千
と
し
て
の
関
係
の
体
系
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
時
間
的
な
関
係
性
を
含

む
関
係
の
体
系
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
仏
教
に
お
け
る
時
間
性
は
、
因
果
の
連
鎖
と
し
て
の
時
間
性
に
ほ
か
な

ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
釈
迦
が
は
じ
め
て
成
道
し
た
五
百
塵
点
劫
と
い
う
時
間
的
な
位
置
も
、
こ
の
因
果
性
と
い
う
相
の
下

に
お
い
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
釈
迦
の
成
道
を
、
二
千
六
百
年
前
と
い
う
時
間
的
位
置
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
つ
ま
り

一
〇
三
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四

釈
迦
が
仏
と
な
っ
た
果
を
、
そ
の
よ
う
な
近
過
去
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
五
百
塵
駒
組
と
い
う
永
劫
に
近
い
過
去
に
求
め
る
こ
と
に
よ

り
、
心
的
体
系
に
内
在
す
る
仏
性
を
永
遠
な
も
の
と
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
蓮
に
と
っ
て
仏
と
は
、
歴
史
上
に
登
場
す
る
一

人
物
な
の
で
は
な
く
て
、
世
界
原
理
と
し
て
の
関
係
の
体
系
で
あ
る
一
念
三
千
の
一
契
機
で
あ
る
仏
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ

れ
が
、
永
劫
の
因
果
の
連
鎖
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
五
百
塵
点
劫
と
い
う
時
間
に
、
果
と
し
て
生
じ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
因
を
何
処
に
求
め
る
か
、
と
い
え
ば
、
や
は
り
「
寿
量
品
才
十
六
」
に
仏
性
の
因
は
有
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
寿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

量
品
」
の
「
わ
れ
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
成
ぜ
し
所
の
寿
命
…
…
」
と
い
う
文
に
、
仏
と
い
う
果
に
と
っ
て
の
因
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

 
（
5
1
5
）

 
こ
の
よ
う
に
、
日
蓮
の
図
顕
し
た
本
尊
は
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
の
具
象
化
と
し
て
の
、
一
元
論
的
関
係
の
体
系
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
仏
は
超
越
的
存
在
で
は
な
く
、
一
念
三
千
と
い
う
原
理
に
内
在
し
た
も
の
と
し
て
、
一
念
三
千
の
一
契
機
と
し
て
有
る
。

そ
し
て
、
そ
の
仏
は
、
因
果
的
連
鎖
と
し
て
の
時
間
的
性
格
を
有
す
る
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一

念
三
千
、
あ
る
い
は
そ
の
図
顕
と
し
て
の
本
尊
は
、
時
間
的
関
係
性
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
念
三
千
と
い
う
関
係
の
体
系
は
、
五

百
山
面
劫
と
い
う
永
劫
の
過
去
と
し
て
の
時
間
性
を
含
む
も
の
と
し
て
、
時
間
的
な
関
係
の
体
系
で
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
一
念
三

千
業
種
う
関
係
の
体
系
は
、
五
百
塵
点
々
と
い
う
永
劫
の
過
去
と
し
て
の
時
間
性
を
含
む
も
の
と
し
て
、
時
間
的
な
関
係
の
体
系
で
あ
る

と
い
え
る
。
仏
の
時
間
性
は
、
あ
く
ま
で
も
因
果
的
連
鎖
と
し
て
の
時
間
性
の
枠
組
み
の
内
に
有
る
こ
と
と
し
て
、
超
時
間
的
な
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
時
間
性
は
一
念
三
千
を
構
成
す
る
因
果
的
時
間
性
の
枠
組
み
の
内
に
有
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
元

論
的
な
体
系
性
を
維
持
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
と
仏
と
の
間
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
け
る
人
間
と
神
と
の
関
係
の

ご
と
き
、
超
越
的
な
関
係
で
は
な
く
て
、
同
一
原
理
と
し
て
の
一
念
三
千
と
い
う
関
係
の
体
系
に
内
在
的
な
関
係
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
ス
レ
ハ
 
ナ
リ
ト
 
ニ
 
ル
 
 
ニ
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
ニ
 
 
 
ク
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
カ
 
 
タ
マ
フ
ニ
 
 
 
ハ
 
ト
 
 
ナ
ラ
 
 
 
ニ
 
 
ニ
 
 
 
ル
ト
 
ヲ
 
 
ニ

 
「
所
詮
 
己
厳
罰
身
観
・
一
 
速
成
・
佛
也
。
故
歯
群
又
云
一
切
諸
佛
 
由
・
観
｝
 
己
心
不
占
異
二
佛
心
一
故
 
得
・
成
・
佛
己
上
。

 
所
詮
己
心
と
仏
身
と
一
な
り
と
観
ず
れ
ば
速
か
に
仏
に
成
る
な
り
、
故
に
弘
決
に
又
嫁
く
『
一
切
の
諸
仏
己
心
は
仏
心
と
異
な
ら
ず
と
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観
し
給
う
に
由
る
が
故
に
仏
に
成
る
こ
と
を
得
る
』
と
己
上
。
」

 
つ
ま
り
、
仏
は
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
の
原
理
の
構
成
契
機
で
あ
り
、
ま
た
仏
の
時
間
性
は
、
一
念
三
千
の
時
間
性
と
し
て
の

因
果
の
連
鎖
の
延
長
線
上
に
有
る
限
り
に
お
い
て
、
仏
は
一
念
三
千
に
内
在
的
な
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
一
念
三
千
は
一
元

論
的
な
関
係
の
体
系
と
し
て
の
世
界
原
理
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
理
上
は
、
仏
と
一
切
衆
生
は
同
一
で
あ
り
、
同
じ
一
念
三
千
の

原
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
事
実
の
上
で
は
、
仏
と
衆
生
と
は
異
な
る
。

 
 
 
ノ
 
ハ
 
テ
 
 
 
 

ニ
レ
テ
 
ノ
ニ
レ
 
ノ
ヲ
 
シ
テ
ノ
 
ニ
リ
キ
ル
キ
ニ

 
「
九
界
衆
生
 
於
二
一
念
無
明
眠
之
中
一
溺
二
生
死
夢
一
瞥
二
本
畳
籍
一
執
二
才
是
非
一
從
・
冥
入
・
冥
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

 
九
界
の
衆
生
は
一
念
の
無
明
の
眠
の
中
に
於
て
生
死
の
夢
に
溺
れ
て
本
覚
の
籍
を
忘
れ
夢
の
是
非
に
罪
し
て
冥
き
ょ
り
黒
き
に
入
る
。
」

 
つ
ま
り
、
九
界
の
衆
生
と
は
、
原
理
上
は
仏
性
を
宿
し
て
は
い
る
が
、
し
か
し
事
実
の
上
で
仏
性
を
顕
現
し
て
い
な
い
衆
生
の
こ
と
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
仏
と
衆
生
は
、
一
元
論
的
な
原
理
と
し
て
の
一
念
三
千
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
が
、
事
実
と
し
て
は
異
な
る
の
で

あ
る
。
日
蓮
は
、
九
界
の
衆
生
が
仏
に
な
る
方
法
と
し
て
、
本
尊
に
対
し
て
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
フ

 
「
妙
法
蓮
華
経
と
孕
る
時
、
心
性
の
如
來
梱
る
。
耳
に
ふ
れ
し
類
は
、
無
量
阿
檜
祇
劫
の
罪
を
滅
す
。
一
念
も
随
喜
す
る
時
即
身
成
佛

 
ま
 

す
。
」

 
す
な
わ
ち
、
本
尊
と
は
、
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
の
図
顕
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
仏
性
と
し
て
の
妙
法
蓮

華
経
が
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
ご
と
く
、
仏
性
が
顕
現
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
一
念
三
千
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
本
尊
に
向
っ
て
妙
法

蓮
華
経
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
に
内
在
す
る
仏
性
が
顕
現
し
て
来
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
即
身
成
仏
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
宗
教
的
意
味
と
し
て
の
本
尊
へ
と
、
人
間
存
在
が
己
れ
の
存
在
を
適
合
す
る
有
り
方
は
、
本
尊
へ
と
唱
題
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
自
己
に
内
在
す
る
仏
性
が
顕
現
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千

は
、
周
囲
世
界
の
意
味
と
の
存
在
的
関
わ
り
の
中
で
、
そ
れ
と
し
て
有
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
念
三
千
の
一
契
機
と
し
て
の
仏
性
が

顕
現
さ
れ
て
、
事
実
上
一
念
三
千
が
完
成
す
る
の
は
、
本
尊
と
い
う
宗
教
的
意
味
へ
の
存
在
的
関
わ
り
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
尊

一
〇
五
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一
〇
六

へ
の
唱
題
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
日
蓮
が
顕
わ
し
た
本
尊
は
文
字
曼
悪
質
で
あ
り
、
い
わ
ば
言

語
的
構
築
態
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
信
者
は
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
言
語
記
号
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
本
尊
と
い
う
宗
教
的
意
味
へ
と

存
在
的
に
関
わ
る
の
で
あ
る
が
、
い
わ
ば
『
法
華
経
』
の
虚
空
会
の
儀
式
に
な
ぞ
ら
え
て
描
か
れ
た
、
一
念
三
千
と
し
て
の
言
語
的
構
築

態
が
、
人
間
存
在
の
有
り
方
を
、
本
尊
へ
と
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
る
と
い
う
有
り
方
を
分
節
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
既
に
述

べ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
神
に
つ
い
て
の
言
語
的
構
築
態
が
、
人
間
の
有
り
方
を
分
節
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
神
に
つ
い
て

の
記
述
と
し
て
の
言
語
的
構
築
態
と
、
存
在
と
し
て
の
神
と
の
間
に
は
か
い
離
が
有
り
、
神
に
つ
い
て
の
記
述
は
存
在
と
し
て
の
神
で
は

な
く
、
存
在
と
し
て
の
神
は
、
神
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
の
言
語
的
構
築
態
を
は
み
出
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
言
語
構
築
態
と
し
て

の
本
尊
、
文
字
甘
茶
羅
と
し
て
の
本
尊
は
、
そ
の
文
字
の
配
列
そ
の
も
の
が
一
念
三
千
の
法
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
言
語
的
構
築
態
と
し
て
の
本
尊
と
、
一
念
三
千
と
の
間
に
は
か
い
離
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
蓮
に
お
い
て
は
、
妙
法
蓮
華
経
と

い
う
言
語
記
号
そ
の
も
の
が
法
で
あ
り
、
そ
の
外
に
、
そ
れ
が
指
示
す
る
も
の
と
し
て
の
存
在
X
が
有
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
日
蓮
に
お
い
て
は
、
言
語
記
号
そ
の
も
の
が
法
で
あ
り
、
宗
教
的
存
在
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
言
語
的
構
築

態
と
し
て
の
本
尊
が
す
べ
て
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
か
い
離
す
る
何
か
が
あ
る
有
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

 
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ル
ヲ
 
フ
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
ト
ハ
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
「
卜
者
法
性
也
。
法
重
圏
明
也
。
無
明
法
性
一
髄
 
云
二
妙
法
一
也
。
蓮
華
者
因
果
二
法
也
 
坦
坦
因
果
一
門
也
。
尊
者
一
切
衆
生

 
 
 
ヲ
フ
 
ト
 
 
ニ
ク
 
ス
 

ヲ
 

テ
 
ヲ
ス
ト
ト
 
ハ
 
 
 
 
 
 
フ

ト
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
ハ

言
語
音
聲
云
・
経
鼻
。
繹
山
肥
要
職
佛
事
一
。
名
・
之
爲
・
纏
。
或
三
世
常
恒
ナ
ル
ヲ
云
・
纒
也
。
法
界
妙
法
也
 
法
界
蓮
華
也
 
法
界
纒
也

 
ト
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
タ
ク
シ
 
フ
 
ヲ

蓮
華
者
八
葉
九
尊
佛
髄
也
。
能
能
可
・
思
・
之
。
己
上
。

 
妙
と
は
法
性
な
り
法
と
は
無
明
な
り
無
明
法
性
一
体
な
る
を
妙
法
と
云
う
な
り
蓮
華
と
は
因
果
の
二
法
な
り
是
又
因
果
一
体
な
り
経
と

は
一
切
衆
生
の
言
語
音
声
を
経
と
云
う
な
り
、
釈
に
轟
く
声
仏
事
を
為
す
之
を
名
け
て
経
と
為
す
と
、
或
は
三
世
常
恒
な
る
を
経
と
云
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
り
、
法
界
は
妙
法
な
り
法
界
は
蓮
華
な
り
法
界
は
経
な
り
蓮
華
と
は
八
葉
九
尊
の
仏
体
な
り
能
く
能
く
之
を
思
う
位
し
言
上
。
」

 
そ
し
て
、
言
語
的
構
築
態
と
し
て
の
文
字
曼
茶
羅
へ
と
言
語
的
に
関
与
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
宗
教
的
意
味
へ
と
存
在
的
に
関
わ
る
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こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
言
語
に
よ
っ
て
言
語
記
号
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
、
差
異
の
体
系
と
し

 
 
ラ
ン
グ

て
の
言
語
に
お
け
る
同
一
言
語
記
号
に
対
し
て
、
同
一
言
語
記
号
で
関
わ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
妙
法
蓮
華
経
に
対
し
て
、
妙
法
蓮
華
経

と
い
う
言
語
記
号
を
送
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
言
語
の
自
己
回
帰
性
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
信
者
は
、
本
尊
へ
と
妙
法
蓮

華
経
と
い
う
言
語
記
号
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
言
語
記
号
を
そ
こ
で
読
み
取
る
わ
け
で
あ
り
、
言
い
換
え
る
な
ら

ば
、
妙
法
蓮
華
経
へ
と
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
言
語
記
号
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
言
語
主
体
は
そ
こ
に
妙
法
蓮
華
経
を
確
認
す
る
作
業
を
為

す
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
言
語
主
体
と
し
て
の
信
者
は
、
自
ら
が
送
っ
た
言
語
記
号
を
そ
こ
に
再
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

妙
法
蓮
華
経
と
い
う
言
語
記
号
は
、
言
語
主
体
と
し
て
の
信
者
か
ら
着
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
再
び
言
語
主
体
と
し
て
の
信
者
へ
と
回

帰
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
言
語
記
号
の
回
帰
性
が
有
る
と
い
え
る
。
日
常
的
な
言
語
作
用
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
言
語
主
体
が
あ

る
情
景
を
誰
か
に
語
る
場
合
、
言
語
主
体
が
構
築
す
る
言
語
記
号
の
集
積
は
、
語
ら
れ
る
も
の
と
し
て
の
情
景
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
構
築
さ
れ
た
言
語
記
号
の
集
積
は
、
言
語
主
体
が
語
る
相
手
に
送
ら
れ
る
。
そ
こ

に
、
言
語
主
体
と
、
言
語
主
体
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
対
象
と
し
て
の
情
景
と
、
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
言
語
記
号
の

集
積
と
い
う
、
三
項
的
図
式
が
成
立
し
、
そ
こ
に
は
言
語
の
回
帰
性
は
成
立
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
文
字
曼
茶
羅
と
し
て
の
本
尊
へ
と

妙
法
蓮
華
経
と
い
う
記
号
を
送
る
と
い
う
言
語
行
為
は
、
言
語
行
為
と
し
て
は
特
殊
な
事
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
言

語
回
帰
性
に
お
い
て
、
仏
性
が
習
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
言
語
記
号
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
そ

れ
を
送
る
言
語
主
体
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
の
中
で
、
自
己
の
心
的
体
系
に
潜
ん
で
い
る
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
心
的
状
態
が
顕
現
す
る
の
で

あ
り
、
つ
ま
り
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
言
語
記
号
の
自
己
か
ら
自
己
へ
の
回
帰
に
お
い
て
、
自
己
の
心
的
体
系
が
触
発
さ
れ
て
、
一
念
三
千

と
し
て
の
自
己
の
心
的
体
系
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

 
（
5
1
6
）

 
次
に
仏
界
の
存
在
論
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
〇
七
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一
〇
八

 
 
テ
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ナ
リ
ト
 
 
 
 
シ
 
 
 
 
ス
ル
 
 
 
ノ
 
ハ
 
 
 
 
 
 
ナ
リ
ト
 
 
 
ヲ
な
つ
く
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ヨ
リ
 
 
 
 
 
 
 
ス
ル
 
ニ

 
「
知
二
十
法
界
依
報
正
妃
 
法
身
佛
一
管
三
身
徳
一
通
二
達
解
三
州
一
切
法
空
理
佛
法
一
 
是
爲
一
名
字
即
コ
名
字
即
位
即
身
成
佛
故

 
ノ
 
ニ
ハ
 
シ
 
 
 
 
ノ

圓
頓
教
無
二
次
位
次
第
幻

 
十
法
界
の
依
報
・
正
否
は
法
身
の
仏
・
一
体
三
身
の
徳
な
り
と
知
っ
て
一
切
の
法
は
皆
是
れ
仏
法
な
り
と
通
達
し
解
了
す
る
是
を
名
字

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

即
と
為
す
名
字
即
の
位
よ
り
即
身
成
仏
す
故
に
円
頓
の
教
に
は
次
位
の
次
第
無
し
」

 
 
 
ノ
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
ナ
リ
ト
 
 
 
キ
 
 
 
 
ス
 
 
 
 
 
 
モ
 
 
 
 
 
 
 
ル
 
 
 
フ
ト
 
ヒ
 
フ
ト
 
ヒ
 
ス
ト
 
シ
ふ
る
ま
ひ
ト
 
フ
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ハ
 
 
 
ノ
 
 
 
ト
 
 
 
シ
テ
 
 
 
ナ
レ
ハ

 
コ
切
法
皆
是
佛
法
一
 
可
二
教
訓
一
善
知
識
不
・
可
・
入
。
言
々
言
々
黒
々
儀
 
々
行
住
坐
臥
四
威
儀
所
作
皆
遷
御
母
語
合
一
禮

 
ク
と
が
モ
 
キ
 
 
モ
 
 
 
ノ
 
ト
 
ル
 
 
 
ヲ
 
フ
 
 
 
 
ト

 
無
・
過
無
・
障
自
在
身
成
。
此
云
二
自
行
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
る
ま

 
一
切
の
法
は
皆
濡
れ
仏
法
な
り
と
知
り
ぬ
れ
ば
教
訓
す
可
き
善
知
識
も
入
る
可
ら
ず
思
う
と
思
い
言
う
と
言
い
為
す
と
為
し
奪
い
と
儀

う
行
住
坐
臥
の
四
威
儀
の
所
作
は
皆
仏
の
御
心
と
和
合
し
て
一
体
な
れ
ば
過
も
無
く
障
り
も
無
き
自
在
の
身
と
成
る
此
れ
を
自
行
と
云

 
 
む
 

う
。
」

 
一
切
の
法
が
す
べ
て
仏
法
で
あ
る
と
知
る
と
こ
ろ
に
、
成
仏
、
す
な
わ
ち
仏
と
し
て
有
る
こ
と
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
一
切
の
法
が

す
べ
て
仏
法
で
あ
る
と
知
る
と
は
、
存
在
論
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
こ
で
い
う
仏
法
と
は
、
一
念
三
千
の
こ
と

を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
世
界
の
現
れ
が
す
べ
て
一
念
三
千
と
い
う
原
理
の
下
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の

こ
と
が
、
一
切
の
法
が
す
べ
て
仏
法
で
あ
る
と
知
る
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
仏
教
で
い
う
法
は
、
諸
々
の
存
在
、
現
象
を

意
味
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
諸
々
の
存
在
、
現
象
が
す
べ
て
、
一
念
三
千
の
相
の
下
に
お
い
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

に
、
仏
と
し
て
有
る
こ
と
が
成
立
す
る
と
い
え
る
。
日
常
的
に
は
、
人
間
存
在
は
、
諸
々
の
現
わ
れ
と
し
て
の
意
味
を
、
個
別
的
な
も
の

と
し
て
知
覚
し
、
ま
た
そ
れ
へ
と
己
れ
の
存
在
を
適
合
せ
し
め
る
場
合
も
、
個
々
別
々
の
存
在
と
し
て
、
己
れ
の
存
在
を
適
合
せ
し
め

る
。
し
た
が
っ
て
、
意
味
は
多
様
な
も
の
と
し
て
、
全
体
的
世
界
を
構
成
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
あ
る
関
係
構
造
の
枠
組
み
の
中
に
有

る
。
そ
う
し
た
、
個
別
的
多
様
な
意
味
を
、
個
別
的
な
も
の
と
し
て
知
覚
し
、
個
別
的
な
も
の
と
し
て
関
わ
る
有
り
方
が
、
わ
れ
わ
れ
の

日
常
的
有
り
方
な
の
で
あ
る
が
、
仏
と
し
て
有
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
意
味
の
個
別
性
、
多
様
性
を
止
揚
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
個
々
の
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個
別
的
な
意
味
、
す
な
わ
ち
他
の
有
意
味
的
存
在
者
の
意
味
か
ら
差
異
化
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
意
味
、
つ
ま
り
相
互
に
差
異
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
関
係
構
造
の
構
成
契
機
で
あ
る
諸
々
の
意
味
が
、
相
互
間
の
差
異
性
を
排
棄
し
、
相
互
に
融
合
す
る
中

で
、
世
界
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
一
切
法
を
仏
法
と
し
て
知
る
こ
と
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
一
念
三
千
の

相
の
下
に
見
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
仏
と
し
て
有
る
こ
と
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
仏
と
し
て
有
る
こ

と
に
と
っ
て
の
知
を
、
日
蓮
は
無
分
別
法
と
い
う
。

 
 
 
 
ノ
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ナ
リ
 
 
ク
 
 
フ
コ
ト
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
モ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ニ
モ
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
ス
 
 
 
 
ノ
 
ヲ
 
 
 
 
 
ノ

 
「
無
分
別
法
者
 
一
乗
妙
法
。
無
・
簡
二
善
悪
一
草
木
樹
林
 
山
河
大
地
 
 
一
微
塵
中
 
 
互
各
具
一
足
十
法
界
法
つ
我
心
妙
法
蓮
華

ノ
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
シ
テ
 
 
 
ノ
 
 
 
ニ
 
 
シ
 
 
ル
コ
ト
 
 
 
ノ
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
テ
 
 
 

ノ
 
ニ
 
 
 
 
 
モ
 
キ
 
 
ル
 
コ
ト
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ノ
 
 
 
ナ
リ
 
 
 
ノ

経
一
乗
 
周
二
偏
十
方
浮
土
一
無
・
閾
。
十
方
浮
土
古
平
面
報
功
徳
荘
嚴
 
有
二
我
心
中
一
片
時
無
・
離
 
 
三
身
即
一
本
当
如
來
 
 
是

ニ
ハ
シ
 
 

リ
リ
テ
ノ
ニ
シ
ル
コ
ト
 

ニ
フ
ハ
 

ト

外
無
・
法
。
此
一
法
計
 
有
一
十
方
浄
土
一
無
一
有
二
鯨
寝
刃
故
云
二
無
分
別
法
一
是
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
ら

 
無
分
別
の
法
と
は
一
乗
の
妙
法
な
り
善
悪
を
簡
ぶ
こ
と
無
く
草
木
・
樹
林
・
山
河
・
大
地
に
も
一
微
塵
の
中
に
も
互
に
各
十
法
界
の
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か

を
具
足
す
我
が
心
の
妙
法
蓮
華
経
の
一
乗
は
十
方
の
浄
土
に
周
偏
し
て
間
く
る
こ
と
無
し
十
方
の
浄
土
の
依
報
・
正
報
の
功
徳
荘
厳
は
我

が
心
の
中
に
有
っ
て
片
時
も
振
る
る
こ
と
無
き
三
身
即
一
身
の
本
覚
の
如
来
に
て
是
の
外
に
は
法
無
し
此
の
一
法
計
り
十
方
の
浄
土
に
有

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

り
て
余
法
有
る
こ
と
無
し
故
に
無
分
別
法
と
云
う
是
な
り
。
」

 
す
な
わ
ち
、
人
間
存
在
の
日
常
的
な
存
在
構
制
を
支
え
て
い
た
諸
々
の
意
味
連
関
の
、
そ
の
個
別
性
が
崩
壊
し
、
相
互
に
融
合
す
る
中

で
、
意
味
体
系
の
す
べ
て
が
、
心
的
体
系
に
属
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
知
が
、
無
分
別
法
で
あ
る
。
日
常
的
に
は
、
す
な
わ
ち
日
蓮

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
九
法
界
の
心
的
状
態
に
お
い
て
は
、
自
己
の
存
在
が
属
す
る
全
体
的
世
界
を
構
成
す
る
諸
々
の
意
味
体
系
は
、
自

己
と
は
切
り
離
さ
れ
た
も
の
、
自
己
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
存
在
論
的
に
は
、
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
全
体
的
世
界
を
維
持
す
る

諸
々
の
意
味
体
系
に
よ
っ
て
、
自
己
の
そ
の
都
度
の
有
り
方
を
構
成
す
る
契
機
と
為
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
意
味
体
系
は
自
己
の
存

在
へ
と
帰
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
日
常
的
な
自
己
存
在
の
認
識
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
世
界
に
つ
い
て
の
認
識
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
理

解
も
欠
落
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
近
代
的
な
認
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
る
主
-
客
の
図
式
に
お
い
て
、
自
己
と
世
界
と
の

一
〇
九
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一
一
〇

存
在
関
係
を
規
定
す
る
場
合
が
多
い
。
仏
と
し
て
有
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
近
代
的
な
主
-
客
図
式
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
超
え
て
、

さ
ら
に
存
在
論
的
な
意
味
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
知
も
超
え
て
、
世
界
が
す
べ
て
自
己
で
あ
る
と
い
う
知
が
成
立
す
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ

ー
も
、
現
存
在
（
U
g
o
。
Φ
ぎ
）
の
現
（
U
ゆ
）
の
開
け
に
お
い
て
、
世
界
が
開
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
主
著
（
『
存
在
と
時
間
』
、
、
o
。
Φ
ぎ

舅
α
N
。
詳
．
．
お
蛇
）
に
お
い
て
述
べ
て
お
り
、
現
存
在
の
存
在
様
態
の
転
換
に
お
い
て
、
世
界
を
構
成
す
る
意
義
連
関
が
崩
壊
し
、
世
界

の
根
源
的
な
姿
が
顕
現
し
、
そ
れ
が
開
示
さ
れ
る
場
が
現
存
在
の
存
在
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
考
え

は
、
日
蓮
と
通
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
主
著
出
版
よ
り
二
年
後
の
講
演
「
形
而
上
学
と
は
何
か

（
白
霧
蓉
竃
9
。
け
碧
ξ
ω
貯
ゆ
）
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
「
す
べ
て
の
事
物
と
我
々
自
身
が
あ
る
無
関
心
性
の
う
ち
に
沈
む
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
な
る
消
失
の
意
味
に
お
い
て
で
は
な
く
、
む

し
ろ
そ
の
す
べ
て
の
事
物
の
退
去
（
白
。
σ
q
巳
昆
①
昌
）
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
我
々
の
方
に
向
う
。
不
安
に
お
い
て
我
々
へ
と
殺

到
す
る
こ
の
存
在
者
全
体
の
退
去
が
、
我
々
を
圧
迫
す
る
。
そ
こ
に
は
い
か
な
る
よ
り
ど
こ
ろ
（
＝
焦
げ
）
も
な
い
。
存
在
者
の
滑
り
去

り
（
。
暮
胆
①
ぽ
昌
）
に
お
い
て
、
留
ま
っ
て
お
り
、
我
々
を
襲
う
の
は
こ
の
『
な
い
』
だ
け
で
あ
る
。
不
安
が
無
（
畠
。
。
Z
甘
暮
。
。
）
を
開

 
 
 
お
 

示
す
る
。
」

 
す
な
わ
ち
、
現
存
在
が
不
安
に
面
し
て
、
世
界
を
無
と
し
て
開
示
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
現
存
在
の
本
来
性
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち

存
在
者
で
は
な
く
、
存
在
を
志
向
す
る
有
り
方
に
お
い
て
、
世
界
は
そ
の
根
源
的
な
姿
を
開
示
す
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
に
お
い
て
も
、
本

尊
へ
と
存
在
的
に
関
わ
る
こ
と
に
お
け
る
、
心
的
体
系
と
し
て
の
一
念
三
千
の
完
成
に
お
い
て
、
つ
ま
り
仏
と
し
て
有
る
こ
と
に
お
い

て
、
世
界
は
一
念
三
千
と
し
て
の
心
的
体
系
の
契
機
と
し
て
現
成
し
て
来
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
存
在
論
的
認
識
を
得
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
仏
と
し
て
有
る
こ
と
は
、
久
遠
と
し
て
の
五
百
塵
点
劫
に
お
い
て
成
道
し
た
古
仏
が
、
自
己
の
心
的
体

系
に
お
い
て
現
成
し
て
来
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
心
的
体
系
は
因
果
性
の
連
鎖
と
し
て
の
時
間
性
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
尊
へ
の
存
在
的
関
与
に
お
い
て
、
因
果
の
連
鎖
は
、
五
百
塵
点
劫
と
い
う
久
遠
の
過
去
に
お
け
る
本
四
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が
、
そ
の
間
の
時
間
性
を
飛
び
越
え
て
、
現
在
へ
と
現
成
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
「
御
義
口
伝
」
に
い
わ
く
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
「
第
三
 
我
實
成
佛
己
來
無
量
無
邊
等
事

 
 
 
 
ニ
ク
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
 
 
ト
フ
ヲ
レ
 
 
 
 
ト
 
ノ
ハ
 
ト
ハ
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 

ヲ
シ
テ
ト
フ
 
 
ト
ハ

 
御
義
口
傳
云
 
我
者
繹
尊
久
遠
實
成
道
也
云
事
読
タ
リ
。
難
・
然
當
品
意
 
筆
者
法
界
衆
生
也
。
十
界
買
置
葺
草
云
也
。
實
者
無

 
 
ノ
 
 
 
ト
 
メ
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
 
ト
 
フ
 
 
 
 
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ノ
 
 
 
ト
 
タ
り
 
 
ト
ハ
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ

作
三
身
佛
定
定
タ
リ
。
此
實
云
也
。
成
者
能
成
所
成
也
。
成
苗
義
也
。
法
界
無
作
三
身
佛
也
開
。
佛
者
此
豊
知
ス
ル
ヲ
云
也
。

 
第
三
我
実
成
仏
己
来
無
量
無
辺
の
事

 
御
義
口
伝
に
云
く
我
実
と
は
釈
尊
久
遠
実
成
道
な
り
と
云
う
事
を
説
か
れ
た
り
、
凝
り
と
雛
も
当
品
の
意
は
我
と
は
法
界
の
衆
生
な
り

十
界
己
己
を
指
し
て
我
と
云
う
な
り
、
実
と
は
無
作
三
身
の
仏
な
り
と
定
め
た
り
此
れ
を
実
と
云
う
な
り
成
と
は
能
成
所
成
な
り
成
は
開

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

く
義
な
り
法
界
無
作
の
三
身
の
仏
な
り
と
開
き
た
り
、
仏
と
は
此
れ
を
覚
知
す
る
を
云
う
な
り
」

 
 
 
 
 
 
ノ

 
「
第
廿
三
 
久
遠
事

 
 
 
 
ニ
ク
 
 
ノ
 
ハ
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
フ
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
テ
 

セ

 
御
義
口
傳
云
 
此
長
所
詮
久
遠
實
成
也
。
久
遠
者
ハ
タ
ラ
カ
サ
ズ
ツ
ク
ロ
ハ
ズ
モ
ト
ノ
儘
云
義
也
。
無
作
三
身
ナ
レ
バ
初
不
・
成
 
是

ル
カ
サ
 

ヲ
セ
ル
ハ
 
ノ
ノ
ヲ
ト
フ
ト
ハ

不
・
採
鉱
。
茄
二
相
八
十
種
好
不
二
具
足
一
足
不
・
繕
也
。
本
有
常
住
佛
ナ
レ
バ
本
当
也
。
是
久
遠
云
也
。
久
遠
者
南
無
妙
法
蓮
華
経

 
ま
こ
と
に
ひ
ら
け
た
り
 
 
 
ト
 
ケ

也
。
實
成
無
作
開
タ
ル
也
云
云
。

 
第
廿
三
 
久
遠
の
事

 
御
義
口
伝
に
重
く
此
の
品
の
所
詮
は
久
遠
実
成
な
り
久
遠
と
は
は
た
ら
か
さ
ず
・
つ
く
ろ
わ
ず
・
も
と
の
儘
と
云
う
義
な
り
、
無
作
の

三
身
な
れ
ば
初
め
て
成
ぜ
ず
是
れ
働
か
ざ
る
な
り
、
淵
二
相
八
十
種
好
を
具
足
せ
ず
是
れ
繕
わ
ざ
る
な
り
本
有
常
住
の
仏
な
れ
ば
本
の
儘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
こ
と
に
ひ
ら
け
た
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
り
是
を
久
遠
と
云
う
な
り
、
久
遠
と
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
り
実
 
成
無
作
と
開
け
た
る
な
り
云
云
。
」

 
現
在
へ
と
五
百
塵
点
劫
の
古
仏
が
現
住
し
て
来
る
こ
と
は
、
因
果
の
連
鎖
と
し
て
時
間
性
に
お
い
て
、
本
尊
へ
と
存
在
的
に
関
わ
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
本
尊
へ
と
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
る
と
い
う
因
に
対
し
て
、
古
仏
が
果
と
し
て
現
成
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
ゆ
え
に
、
現

在
の
因
に
対
し
て
、
心
的
体
系
に
内
在
す
る
五
百
塵
点
劫
と
い
う
過
去
の
果
が
、
現
在
の
果
と
し
て
現
成
し
て
来
る
こ
と
は
、
本
尊
へ
と
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一
二

関
与
す
る
因
そ
の
も
の
に
帰
属
す
る
果
と
し
て
、
因
果
息
音
と
し
て
の
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
心
的
体
系
に
と
っ

て
、
本
尊
へ
と
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
言
語
記
号
を
送
る
と
い
う
有
り
方
が
、
心
的
体
系
に
刻
印
さ
れ
る
因
は
、
五
百
星
点
劫
豆
果
と
し
て

の
仏
の
琵
琶
と
い
う
果
を
伴
う
の
で
あ
り
、
そ
の
因
に
対
し
て
果
が
同
時
に
伴
う
が
ゆ
え
に
、
因
果
倶
時
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら

ば
、
言
語
記
号
の
言
語
主
体
へ
の
回
帰
と
し
て
の
、
本
尊
へ
の
関
わ
り
に
は
、
心
的
体
系
に
内
在
す
る
五
百
露
点
劫
本
果
の
仏
性
と
い
う

果
が
帰
属
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
因
と
果
と
の
間
に
は
隔
り
が
無
い
の
で
あ
る
。
先
の
「
御
義
口
伝
」
か
ら
の
引
用
に
よ

っ
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
久
遠
と
は
心
的
体
系
の
契
機
と
し
て
の
仏
性
、
す
な
わ
ち
五
百
塵
点
劫
本
果
の
仏
の
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
仏
と
成
る
こ
と
は
、
久
遠
の
本
工
が
現
在
の
因
に
対
し
て
現
成
し
て
来
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

仏
と
成
る
と
は
、
「
成
と
は
開
く
義
」
と
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
仏
で
無
い
も
の
が
仏
に
成
る
の
で
は
な
く
、
心
的
体
系
の
一
契
機
を
為

し
、
し
か
も
そ
の
中
心
を
為
す
仏
性
が
顕
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
念
三
千
が
事
実
上
完
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 
（
5
-
7
）

 
次
に
日
蓮
に
お
け
る
悟
達
の
構
造
に
つ
い
て
述
べ
る
。
日
蓮
は
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
年
）
か
ら
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
年
）
ま
で
の

間
、
鎌
倉
で
習
学
し
、
寛
元
元
年
（
＝
一
四
三
年
）
か
ら
建
長
五
年
（
一
二
五
三
年
）
の
間
、
比
叡
山
延
暦
寺
、
お
よ
び
近
畿
で
遊
学
し

た
。
そ
の
間
、
あ
ら
ゆ
る
経
典
を
学
び
、
『
法
華
経
』
が
釈
迦
の
残
し
た
経
典
の
中
で
最
高
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
す
る
。

 
 
レ
 
ミ
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
 
 
い
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ

 
「
夫
以
ば
日
蓮
幼
少
の
時
よ
り
用
法
を
黙
し
算
し
が
念
願
す
ら
く
、
人
の
窮
命
は
無
常
也
。
出
る
氣
は
入
る
氣
を
日
賦
な
し
。
風
の
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ず
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ

の
露
、
最
多
に
あ
ら
ず
。
か
し
こ
き
も
、
は
か
な
き
も
、
最
た
る
も
、
若
き
も
定
め
無
き
習
々
。
さ
れ
ば
先
臨
終
の
事
を
習
て
後
に
他
事

 
フ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ

を
習
べ
し
と
思
て
、
一
代
聖
教
の
論
師
・
人
師
の
書
繹
あ
ら
く
か
ん
が
へ
あ
つ
め
（
勘
集
）
て
、
此
を
明
鏡
と
し
て
、
一
切
の
諸
人
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

死
す
る
時
と
拉
に
臨
終
の
後
と
に
引
向
て
み
候
へ
ば
、
す
こ
し
も
く
も
り
な
し
。
」

 
そ
し
て
、
数
々
の
迫
害
の
中
、
自
ら
を
真
の
法
華
経
の
行
者
と
し
て
自
覚
す
る
に
到
る
。

 
 
 
 
ニ
 
ク
 
 
 
テ
 
 
ノ
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
リ
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
ソ
 
ル
 
 
ラ
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
メ
リ

 
「
勧
持
湯
華
 
有
二
諸
無
智
人
一
悪
口
罵
署
等
云
云
。
日
蓮
當
二
此
墨
型
↓
汝
等
何
不
・
入
二
言
竪
文
幻
及
良
刀
道
者
等
云
云
。
日
蓮
讃
二
此
纏
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ヲ
 
 
 
 
 
 
 
ソ
 
ル
 
 
マ
 
 
 
 
 
 
ヲ

文
ヨ
汝
等
興
信
・
讃
二
型
口
置
↓
常
在
大
衆
中
欲
殿
我
等
過
去
云
云
。
向
國
重
大
臣
婆
羅
門
居
士
等
云
云
。
悪
口
而
塑
歴
 
畳
敷
見
按
出
。

 
ト
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
び
た
び
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
ハ
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
ハ
 
 
ノ

数
々
者
度
々
也
。
日
蓮
按
出
衆
度
。
流
罪
二
度
也
。
法
華
経
三
世
読
法
儀
式
也
。
過
去
不
輕
品
今
勧
持
品
。
今
勧
持
品
過
去
不
三
品
也
。

ノ
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
シ
 
た
る

今
勧
持
品
未
來
可
・
爲
二
不
軽
品
殉

 
勧
持
品
に
云
く
『
諸
の
無
智
の
人
智
っ
て
悪
口
罵
署
し
』
等
云
云
日
蓮
此
の
経
文
に
当
れ
り
汝
等
何
ぞ
此
の
経
文
に
入
ら
ざ
る
、
『
及

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
が

び
刀
杖
を
加
う
る
者
』
等
云
云
、
日
蓮
は
此
の
経
文
を
読
め
り
汝
等
何
ぞ
此
の
経
文
を
読
ま
ざ
る
『
常
に
大
衆
の
中
に
在
っ
て
我
等
が
過

 
そ
し

を
殿
ら
ん
と
欲
す
』
等
云
云
、
『
国
王
大
臣
婆
羅
門
居
士
に
向
っ
て
』
等
云
云
、
『
悪
口
し
て
当
主
し
数
数
按
出
せ
ら
れ
ん
』
数
数
と
は
度

度
な
り
日
蓮
按
出
衆
度
流
罪
は
二
度
な
り
、
法
華
経
は
三
世
の
説
法
の
儀
式
な
り
、
過
去
の
不
落
品
は
今
の
勧
持
曲
想
の
勧
持
品
は
過
去

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 

の
不
軽
品
な
り
、
今
の
勧
持
品
は
未
来
は
不
軽
品
為
る
可
し
、
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
ト
マ
ス
に
お
い
て
も
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
い
て
も
、
あ
る
悟
り
に
到
達
し
、
そ
れ
を
書
物
へ
と
記
述
す

る
行
為
を
為
す
の
は
、
そ
の
悟
り
が
ど
れ
ほ
ど
普
遍
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
無
世
界
的
な
主
体
と
し
て
、
彼
等
が
帰
属
し
て
い
た
全
体

的
世
界
を
構
成
す
る
諸
々
の
意
味
体
系
と
の
関
わ
り
な
し
に
、
全
く
の
自
力
で
為
し
た
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
、
彼
ら
が
帰
属
し
て
い
た

全
体
的
世
界
の
あ
る
限
定
と
し
て
、
彼
ら
は
あ
る
悟
り
を
得
、
様
々
な
書
物
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
日
蓮
に
つ
い

て
も
い
え
る
。
日
蓮
は
彼
が
帰
属
し
て
い
た
、
鎌
倉
時
代
と
い
う
限
定
さ
れ
た
時
代
に
お
け
る
、
日
本
と
い
う
全
体
的
世
界
に
帰
属
し
て

い
た
の
で
あ
り
、
彼
が
読
破
し
研
究
し
た
彪
大
な
経
典
は
、
彼
が
帰
属
し
て
い
た
全
体
的
世
界
を
構
成
す
る
意
味
体
系
で
あ
っ
た
。
日
蓮

が
そ
う
し
た
彪
大
な
経
典
へ
と
関
わ
り
得
た
の
は
、
彼
が
帰
属
し
て
い
た
全
体
的
世
界
を
構
成
す
る
意
味
体
系
が
分
節
す
る
役
割
と
し
て

の
僧
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
で
あ
り
、
そ
し
て
、
彼
が
悟
達
に
到
達
し
た
契
機
と
し
て
、
彪
大
な
経
典
の
内
の
一
つ
で
あ
る
『
法
華
経
』
と
い

う
経
典
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
様
々
な
迫
害
に
遭
う
中
で
、
自
ら
を
「
真
の
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
自
覚
す
る
に
到
る
の

は
、
先
の
引
用
文
に
あ
っ
た
ご
と
く
、
『
法
華
経
』
と
い
う
経
典
と
、
彼
自
ら
の
生
き
方
と
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
日
蓮
も
無
世
界
的
な
主
体
と
し
て
、
世
界
を
構
成
す
る
諸
々
の
意
味
と
の
関
わ
り
な
し
に
悟
達
に
到
達
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
う

＝
二
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一
四

し
た
諸
々
の
経
典
が
集
積
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
彼
の
諸
々
の
言
説
や
振
る
舞
い
に
対
し
て
、
迫
害
を
加
え
た
全
体
的
世
界
の
諸
々
の
意

味
体
系
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
う
し
た
諸
々
の
意
味
体
系
の
集
積
と
し
て
の
全
体
的
世
界
の
限
定
と
し
て
で
あ
る
。
日
蓮
に

限
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
者
や
、
革
命
家
達
に
関
し
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
が
、
迫
害
と
は
、
あ
る
行
為
主
体
が
全
体
的
世
界

を
構
成
す
る
諸
々
の
意
味
体
系
へ
と
己
れ
の
存
在
を
適
合
し
つ
つ
行
為
す
る
中
で
、
そ
の
行
為
連
関
が
産
出
す
る
あ
る
意
味
体
系
が
、
全

体
的
世
界
を
構
成
す
る
、
既
存
の
諸
々
の
意
味
体
系
と
の
間
に
ズ
レ
が
生
ず
る
時
に
、
既
存
の
意
味
体
系
か
ら
の
反
作
用
、
つ
ま
り
あ
る

行
為
主
体
が
、
全
体
的
世
界
に
お
け
る
意
味
連
関
の
中
で
作
り
上
げ
た
ズ
レ
を
元
に
戻
す
た
め
の
反
作
用
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
相
互
主
観
的
行
為
構
造
と
し
て
の
全
体
的
世
界
は
、
全
体
的
世
界
を
構
成
す
る
意
味
を
維
持
す
る
人
間
存
在
の
相
互
主
観
的
共

存
、
諸
々
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
の
有
り
方
へ
と
適
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
的
世
界
を
維
持
す
る
こ
と
の
中
で
存
続
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
に
、
意
味
の
共
有
に
よ
っ
て
共
存
す
る
中
で
、
意
味
を
維
持
し
つ
つ
己
れ
の
日
常
性
を
構
成
す
る
中
で
、
全
体
的
世
界
を
維
持
す

る
諸
々
の
行
為
連
関
の
集
積
の
た
だ
中
に
、
既
存
の
意
味
体
系
と
の
間
に
ズ
レ
を
も
た
ら
す
意
味
を
産
出
す
る
行
為
主
体
が
出
現
す
る
こ

と
は
、
そ
れ
ま
で
意
味
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
維
持
し
て
い
た
諸
々
の
意
味
体
系
の
存
在
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
既
存
の
意
味
体
系
を
共
有
し
つ
つ
共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
的
世
界
を
維
持
し
て
い
た
、
全
体
的
世
界
の
構
成
員
は
、
そ

の
ズ
レ
を
埋
め
る
た
め
に
、
新
し
い
意
味
産
出
体
に
対
し
て
反
作
用
を
為
そ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
迫
害
と
は
、
全
体
的
世
界
の
限
定

と
し
て
生
ず
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
し
い
意
味
産
出
者
を
既
存
の
意
味
体
系
の
内
に
ズ
レ
を
も
た
ら
す
存
在
と
規
定
し
て
、
そ
の
意

味
産
出
の
行
為
に
反
作
用
を
加
え
る
と
い
う
限
定
を
為
す
こ
と
が
迫
害
で
あ
る
。
日
蓮
の
場
合
に
は
、
『
法
華
経
』
を
宣
揚
す
る
こ
と

が
、
そ
う
し
た
既
存
の
意
味
体
系
の
内
に
ズ
レ
を
も
た
ら
す
意
味
産
出
の
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
日
蓮
は
、
彼
が
帰
属
す
る
全

体
的
世
界
を
構
成
す
る
諸
々
の
意
味
体
系
か
ら
の
反
作
用
と
し
て
の
迫
害
を
契
機
に
、
聖
堂
を
得
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
の
首
将
に
は
二
つ

の
側
面
が
有
る
。
仏
性
と
し
て
の
妙
法
蓮
華
経
が
根
源
的
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
自
分
こ
そ
が
「
真
の
法
華
経
の
行
者
」

で
あ
る
、
と
い
う
二
つ
の
側
面
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者
は
、
日
蓮
が
比
叡
山
を
は
じ
め
、
京
都
を
中
心
と
す
る
寺
院
で
研
鑛
を
す
る
中
で

155



第39号徳山大学論叢

の
鎮
撫
で
あ
り
、
後
者
は
迫
害
を
受
け
る
中
で
の
悟
達
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
日
蓮
が
属
し
て
い
た
全
体
的
世
界
を
構

成
す
る
既
存
の
意
味
体
系
の
間
に
ズ
レ
を
も
た
ら
す
意
味
産
出
と
し
て
の
悟
達
で
あ
る
と
い
え
る
。
悟
達
と
は
、
主
体
が
帰
属
す
る
全
体

的
世
界
を
構
成
す
る
諸
々
の
意
味
体
系
へ
と
己
れ
の
有
り
方
を
適
合
せ
し
め
つ
つ
、
そ
う
し
た
既
存
の
諸
々
の
意
味
体
系
を
超
え
た
新
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

い
意
味
の
産
出
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
既
に
述
べ
た
、
既
存
の
意
味
体
系
の
相
互
連
関
の
溝
を
埋
め
る
こ
と
と
し
て
の
発
明
も
、
広

い
意
味
で
の
一
種
の
悟
達
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
日
蓮
の
場
合
の
悟
達
は
、
宗
教
的
な
悟
達
で
あ
り
、
狭
義
に
は
悟
達
と
は
、
宗

教
的
な
悟
達
を
指
す
場
合
が
多
い
。
そ
れ
で
は
、
広
義
に
お
け
る
、
発
明
な
ど
を
含
め
た
悟
達
と
、
宗
教
的
な
も
の
と
し
て
の
長
鳴
は
、

ど
の
よ
う
に
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
新
し
い
有
意
味
的
存
在
者
を
産
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
存
の
意
味
連
関
の
溝
を
埋
め
る

こ
と
と
し
て
の
、
広
義
に
お
け
る
悟
達
の
場
合
に
は
、
産
出
さ
れ
た
有
意
味
的
存
在
者
の
意
味
は
、
人
間
存
在
が
全
体
的
世
界
に
お
い

て
、
日
常
性
を
構
成
す
る
た
め
の
媒
体
と
し
て
の
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
存
在
は
、
そ
の
新
し
く
産
出
さ
れ
た
意
味
を
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
的
世
界
を
構
成
す
る
意
味
連
関
の
構
造
転
換
を
為
す
。
つ
ま
り
、
発
明
品
と
し
て
の
有
意
味
的
存
在
者
は
、

そ
れ
を
媒
介
と
し
て
全
体
的
世
界
の
諸
々
の
意
味
体
系
へ
の
適
合
の
中
で
、
新
し
い
有
り
方
を
確
立
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
宗
教
的
意
味
は
、
人
間
存
在
の
時
間
性
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
人
間
存
在
の
そ
の
都
度
の
有
り
方
に
と
っ
て
の
媒
体
と
な

る
よ
り
も
む
し
ろ
、
人
間
存
在
の
時
間
的
全
体
性
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
死
を
も
含
め
た
人
間
存
在
の
現
在
か
ら
未
来
に
わ
た
る
全
体

的
有
り
方
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
的
な
悟
達
は
、
人
間
存
在
の
そ
の
都
度
の
有
り
方
よ
り
も
、
人
間
存
在
の
全
体

的
有
り
方
を
問
題
と
す
る
。
そ
し
て
日
蓮
が
そ
の
手
掛
り
と
し
た
も
の
、
そ
し
て
日
蓮
の
悟
得
の
媒
介
と
な
っ
た
も
の
が
、
『
法
華
経
』

と
い
う
経
典
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
人
間
存
在
の
行
為
連
関
の
錯
綜
に
よ
っ
て
、
全
体
的
世
界
へ
と
蓄
積
さ
れ
た
意
味
体
系
の
一
つ
で
あ

る
。
日
蓮
は
、
『
法
華
経
』
を
読
解
す
る
こ
と
を
基
盤
と
し
て
、
迫
害
を
招
い
た
彼
の
諸
々
の
行
為
連
関
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
り
、

宗
教
者
と
し
て
の
日
蓮
の
行
為
連
関
の
基
盤
に
は
、
彼
に
よ
る
『
法
華
経
』
理
解
が
有
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
日
蓮
に
と
っ
て
『
法

華
経
』
が
、
人
間
存
在
の
時
間
的
全
体
性
の
救
済
の
鍵
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
法
華
経
』
の
彼
独
自
の
理
解
と
、
そ
れ
に

一
五

154



1993月6月 竹原 弘：世界と意味体系

一
六

基
づ
く
行
為
連
関
が
、
彼
が
帰
属
す
る
全
体
的
世
界
に
新
し
い
宗
教
的
意
味
を
産
出
せ
し
め
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
既
存
の
意
味
体
系
と

の
間
に
ズ
レ
を
生
ぜ
し
め
て
、
彼
の
新
し
い
宗
教
的
意
味
産
出
の
反
作
用
と
し
て
、
全
体
的
世
界
に
よ
る
限
定
と
し
て
の
迫
害
が
産
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
日
蓮
が
自
ら
を
「
真
の
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
自
覚
す
る
悟
達
は
、
日
蓮
が
『
法
華
経
』
の
読

解
を
通
し
て
産
出
し
た
新
し
い
宗
教
的
意
味
と
、
既
存
の
宗
教
的
意
味
体
系
と
の
相
互
作
用
を
介
し
て
、
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
日
蓮
が
諸
々
の
行
為
を
通
し
て
産
出
し
た
新
し
い
宗
教
的
意
味
と
、
日
蓮
が
属
し
て
い
る
全
体
的
世
界
を
構
成
す
る
諸
々
の
宗
教
的

意
味
と
の
間
の
ズ
レ
を
媒
介
と
し
た
相
互
作
用
、
つ
ま
り
日
蓮
が
産
出
し
た
意
味
体
系
が
、
全
体
的
世
界
の
内
に
定
着
し
、
全
体
的
世
界

を
構
成
す
る
契
機
と
な
ろ
う
と
す
る
作
用
と
、
そ
う
し
た
新
し
い
意
味
体
系
を
排
斥
し
よ
う
と
す
る
既
存
の
意
味
体
系
と
の
間
の
相
互
作

用
を
介
し
て
、
日
蓮
は
自
ら
の
生
を
、
『
法
華
経
』
の
、
特
に
「
観
望
品
」
と
の
照
合
に
よ
っ
て
、
「
真
の
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
悟
る

に
到
ら
し
め
た
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

 
 
ル
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
「
而
日
蓮
二
十
七
年
が
間
、
弘
長
元
年
酔
五
月
十
二
日
に
は
伊
豆
國
へ
流
罪
。
文
永
元
年
押
十
一
月
十
一
日
頭
に
き
ず
（
疵
）
を
か
ほ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
び
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
 
 
 
 
 
 
ヒ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
キ

 
 
 
 
 
チ

り
左
の
手
を
打
を
ら
る
。
同
文
永
八
年
辞
九
月
十
二
日
佐
渡
の
國
へ
配
流
、
与
頭
の
座
に
望
。
其
外
に
弟
子
を
殺
れ
、
追
出
、
く
わ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

う
（
過
料
）
等
か
ず
を
し
ら
ず
。
佛
の
大
難
に
は
及
か
勝
た
る
か
其
は
高
ず
。
龍
樹
・
天
親
・
天
台
・
傳
教
は
余
に
肩
を
蚊
が
た
し
。
日

 
 
 
 
テ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

蓮
末
法
に
出
ず
ば
佛
は
大
型
半
人
、
多
寳
十
方
面
諸
佛
は
大
虚
妄
の
謹
明
な
り
。
佛
滅
後
二
千
二
百
二
十
飴
年
が
間
、
一
閻
浮
提
の
内
に

 
 
 
 
 
ケ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 

佛
の
御
言
を
助
た
る
人
但
日
蓮
一
人
な
り
。
」

 
日
蓮
は
こ
の
よ
う
に
、
自
ら
を
「
真
の
法
華
経
の
行
者
」
と
み
な
す
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
存
在
を
宗
教
的
意
味
と
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
日
蓮
と
い
う
人
間
存
在
そ
の
も
の
が
、
一
つ
の
宗
教
的
意
味
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
あ
た
か
も
イ
エ
ス
が
自
ら
を
宗

教
的
意
味
と
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
日
蓮
は
、
釈
迦
と
自
ら
と
を
比
べ
、
自
分
こ
そ
真
の
仏
で
あ
る
と
の
自
覚
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

日
蓮
が
自
ら
を
釈
迦
と
比
べ
た
文
章
が
「
観
心
本
尊
抄
」
の
中
に
あ
る
。

 
 
テ
ヲ
ス
レ
ハ
ヲ
ニ
テ
 

ラ
ス
ト
 
ル
 
ル
ヲ
ハ
テ
ヲ
シ
ト
 
 
 

ヲ
テ
ト
テ

 
「
以
二
本
門
一
論
・
之
一
向
以
二
末
法
之
初
一
爲
二
正
機
↓
所
謂
一
往
見
・
之
時
二
二
久
種
一
爲
一
下
種
一
大
通
・
二
四
味
・
 
門
爲
・
熟
至
二
本
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ニ
ム
ラ
 
ニ
 
 
レ
ハ
ヲ
 
 

ニ
ハ
 

ハ
 
 
 
ニ
テ
 
 

ラ
ス
ト
 

ノ
 
ト
 
 
ハ
 
ニ
 
 
 
シ
レ
ハ

門
一
令
・
登
二
等
妙
↓
再
往
見
・
之
不
・
似
二
時
門
一
。
本
門
序
正
流
通
信
温
点
末
法
之
始
一
爲
・
詮
。
在
世
本
門
末
法
之
初
一
同
輩
圓
也
。
但
彼

 
レ
ハ
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
タ
 
 
 
ノ

脱
此
種
也
。
彼
一
品
二
半
此
但
題
目
五
字
也
。

 
本
門
を
以
て
之
を
論
ず
れ
ば
一
向
に
末
法
の
初
を
以
て
正
機
と
為
す
所
謂
一
往
之
を
見
る
時
は
二
種
を
以
て
下
種
と
為
し
大
通
前
四
味

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
も

述
門
を
熟
と
為
し
て
本
門
に
至
っ
て
罵
言
に
登
ら
し
む
、
再
往
之
を
見
れ
ば
迩
門
に
は
似
ず
本
門
は
至
正
流
通
倶
に
末
法
の
始
を
以
て
詮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 

と
為
す
、
在
世
の
本
門
を
末
法
の
始
は
一
同
に
純
円
な
り
但
し
彼
は
脱
此
れ
は
種
な
り
彼
は
一
品
二
半
此
れ
は
但
題
目
の
五
字
な
り
。
」

 
す
な
わ
ち
、
末
法
と
い
う
時
代
に
お
い
て
出
現
す
る
法
華
経
の
行
者
こ
そ
が
真
の
仏
で
あ
る
、
と
い
う
自
覚
が
日
蓮
に
は
有
り
、
随
所

に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
末
法
と
い
う
時
代
と
、
『
法
華
経
』
の
「
観
劇
品
」
を
も
っ
て
、
日
蓮
は
自
身
を

真
の
仏
で
あ
る
、
と
み
な
す
根
拠
と
し
た
の
で
あ
る
。

 
（
6
）

 
原
始
宗
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
そ
れ
に
日
蓮
の
宗
教
的
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
章
の
冒
頭
で
認
識
の
問
題
に
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

い
て
論
じ
た
、
そ
の
総
括
を
述
べ
て
結
論
と
し
た
い
。
日
常
的
な
我
々
の
認
識
は
、
こ
の
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
ご
と
く
、
人
間
存
在
が
全

体
的
世
界
へ
と
帰
属
し
、
全
体
的
世
界
を
構
成
す
る
諸
々
の
意
味
体
系
に
よ
っ
て
、
己
れ
の
そ
の
都
度
の
振
る
舞
い
を
分
節
さ
れ
つ
つ
、

そ
れ
ら
へ
と
己
れ
の
存
在
を
適
合
す
る
中
で
為
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
意
味
へ
向
か
っ
て
、
己
れ
の
存
在
を
企
投
ず
る
際
に
、
そ
の

意
味
は
、
己
れ
の
未
来
へ
の
企
投
に
と
っ
て
、
つ
ま
り
自
己
の
存
在
を
到
来
せ
し
め
る
中
で
、
自
己
の
有
り
方
を
確
立
す
る
媒
体
と
し

て
、
自
己
の
存
在
に
と
っ
て
、
意
味
連
関
の
中
で
現
出
す
る
。
意
味
は
、
全
体
的
世
界
に
お
い
て
共
存
す
る
諸
々
の
人
間
存
在
に
と
っ
て

同
一
の
行
動
形
態
、
同
一
の
有
り
方
を
要
求
す
る
も
の
と
し
て
、
相
互
主
観
的
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
意
味
の
、
人
間
存
在
の

そ
の
都
度
の
有
り
方
に
対
し
て
現
出
す
る
仕
方
は
、
普
遍
性
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

 
宗
教
的
認
識
は
、
基
本
的
に
は
上
述
の
ご
と
き
枠
組
み
の
中
で
為
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
日
常
的
な
存
在
構
成
に
と
っ
て
の

世
界
現
出
に
加
え
て
、
宗
教
的
な
世
界
観
が
付
け
加
わ
る
。
人
間
存
在
が
帰
属
す
る
全
体
的
世
界
が
、
何
ら
か
の
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

一
七
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八

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
日
常
的
な
認
識
に
は
、
そ
う
し
た
宗
教
的
な
世
界
観
が
付
け
加
わ
る
。
そ
れ
が
原
始
宗
教
に
お

け
る
ご
と
く
、
伝
承
的
な
場
合
も
あ
れ
ば
、
高
等
宗
教
に
お
け
る
ご
と
く
、
全
体
的
世
界
を
支
え
る
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
言
語
化

さ
れ
る
場
合
も
有
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
に
認
識
は
言
語
的
に
分
節
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、
神
学
者
達
に
よ

っ
て
記
述
さ
れ
た
彪
大
な
神
学
的
書
物
の
中
に
記
述
さ
れ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
を
、
神
学
者
達
が
解
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
を
世
界
へ
と
解
き
放
つ
中
で
、
宗
教
的
色
彩
を
帯
び
た
世
界
が
現
出
し
て
来
る
。
伝
承
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
記
述
さ
れ
た
言
語
記
号

の
連
鎖
を
、
信
者
で
あ
る
読
解
者
が
、
読
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
伝
承
を
聴
聞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
記
号
は
世
界
の

中
で
飛
び
か
い
、
世
界
に
散
在
す
る
諸
々
の
有
意
味
的
存
在
者
へ
と
付
着
し
、
そ
れ
ら
を
宗
教
的
な
色
彩
で
塗
り
潰
し
、
ま
た
日
常
的
に

は
知
覚
さ
れ
え
な
い
世
界
を
、
知
覚
的
世
界
の
背
後
に
、
あ
る
い
は
そ
の
後
方
に
構
築
す
る
。
例
え
ば
、
ダ
ン
テ
が
『
神
曲
（
U
旨
く
一
轟

O
。
目
日
。
巳
㊤
）
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
天
国
の
情
景
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

 
「
中
心
を
清
平
に
保
ち
、
周
辺
の
諸
天
一
切
を
動
か
す
、
宇
宙
の
自
然
な
る
性
質
は
、
こ
こ
を
そ
の
出
発
点
と
し
て
始
動
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
こ
こ
ろ

 
し
て
こ
の
天
は
、
そ
れ
を
め
ぐ
ら
す
愛
と
、
そ
れ
が
雨
と
降
り
そ
そ
ぐ
功
力
の
熔
炉
た
る
神
の
聖
意
の
ほ
か
に
、
い
か
な
る
場
所
を
も

持
た
ず
。

 
光
と
愛
が
、
円
く
こ
の
天
を
と
り
ま
く
こ
と
、
な
お
こ
の
天
が
、
他
の
諸
天
を
と
り
ま
く
に
似
た
れ
ど
、
そ
の
帯
の
あ
り
か
を
知
る

は
、
そ
を
め
ぐ
ら
し
た
も
う
お
ん
方
の
み
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
か
ば

 
そ
の
運
行
は
、
他
の
そ
れ
に
よ
り
定
め
ら
れ
は
せ
で
、
他
の
諸
天
が
こ
れ
に
よ
り
測
ら
る
る
こ
と
、
あ
た
か
も
十
が
、
そ
の
半
と
そ
の

五
分
の
一
に
よ
っ
て
測
ら
る
る
に
似
る
。

 
し
て
時
間
が
、
そ
の
根
を
か
か
る
花
盆
に
保
ち
、
他
の
諸
寺
盆
に
そ
の
葉
を
保
つ
ゆ
え
ん
は
、
今
お
こ
と
の
明
ら
め
る
と
こ
ろ
と
な
ろ

 
 
 
お
 

う
そ
。
」

 
ダ
ン
テ
は
『
神
曲
』
に
お
い
て
、
地
獄
、
煉
獄
、
天
国
ど
い
う
三
重
構
造
の
宇
宙
観
を
描
い
て
み
せ
た
が
、
彼
の
叙
事
詩
は
、
ト
マ
ス
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を
は
じ
め
と
す
る
神
学
直
達
の
影
響
が
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
自
然
科
学
に
基
づ
い
た
宇
宙
観
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
ダ
ン
テ
の
描

い
た
宇
宙
観
は
承
認
さ
れ
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
ダ
ン
テ
や
彼
の
同
時
代
人
は
、
ダ
ン
テ
が
描
い
た
ご
と
き
宇
宙
観
を
も
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
は
知
覚
し
う
る
世
界
の
背
後
に
、
ま
た
そ
の
彼
方
に
、
知
覚
さ
れ
え
な
い
世
界
を
想
定
し
た
の
で
あ
り
、
彼
等

に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
等
の
日
常
的
な
振
る
舞
い
パ
タ
ー
ン
は
、
そ
う
し
た
知
覚
し
え
な
い

世
界
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
知
覚
し
え
な
い
世
界
は
、
言
語
的
に
記
述
さ
れ
た
世
界
で
あ
り
、
あ
る
い
は
語
ら

れ
た
世
界
、
あ
る
い
は
絵
画
へ
と
描
か
れ
た
世
界
で
あ
り
、
そ
う
し
た
世
界
を
知
覚
し
う
る
意
味
的
世
界
の
背
後
に
、
あ
る
い
は
彼
方
に

見
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
信
仰
を
も
た
な
い
現
代
人
が
、
地
平
線
の
彼
方
に
、
現
代
の
天
文
物
理
学
に
よ
っ
て
報
造
さ
れ
た
ご
と
き
宇

宙
を
思
い
描
く
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
仰
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
場
合
の
、
言
語
的
構
築
態
を
媒
介
と
し
た
世
界
観
、

宇
宙
観
は
、
救
済
と
い
う
側
面
が
強
く
出
て
来
る
。
す
な
わ
ち
、
入
間
存
在
の
時
間
的
全
体
性
が
そ
の
場
合
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
己

れ
の
こ
れ
か
ら
死
に
到
る
有
り
方
、
そ
し
て
死
ん
で
後
の
有
り
方
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
世
界
観
が
作
り

上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
宗
教
的
価
値
観
が
介
在
す
る
。
ダ
ン
テ
が
『
神
曲
』
で
描
い
た
三
つ
の
世
界

は
、
さ
ら
に
細
か
く
細
分
化
さ
れ
て
、
そ
こ
に
お
い
て
様
々
な
人
間
は
、
生
前
に
お
け
る
行
為
の
価
値
付
け
に
よ
っ
て
、
細
分
化
さ
れ
た

世
界
に
配
列
さ
れ
る
。

 
通
常
、
知
覚
さ
れ
え
な
い
世
界
に
つ
い
て
の
言
説
が
、
単
な
る
仮
構
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
そ
の
言
説
を
構
成
す

る
言
語
記
号
の
連
鎖
が
分
泌
す
る
言
語
的
意
味
の
一
つ
一
つ
は
、
空
し
く
消
滅
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
人
間
に
と
っ
て
、
そ
の
言

語
を
構
成
す
る
意
味
は
、
実
在
を
指
示
す
る
意
味
で
は
な
く
、
意
味
自
身
へ
と
屈
折
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
も
の
も
指
示
す
る
こ
と
な

く
、
人
間
存
在
の
有
り
方
を
分
節
す
る
こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
知
覚
的
世
界
を
超
え
た
世
界
、
あ
る
い
は
ダ
ン
テ
の
『
神

曲
』
に
描
か
れ
て
い
る
地
獄
の
ご
と
く
、
知
覚
的
世
界
の
背
後
に
有
る
世
界
の
実
在
を
信
ず
る
人
間
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
言
説
を
構
成

す
る
言
語
的
意
味
は
、
そ
う
し
た
世
界
を
指
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
覚
し
え
な
い
世
界
を
構
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、
言
語
的
に
記
述

一
九
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一
二
〇

さ
れ
た
意
味
の
連
関
は
、
知
覚
さ
れ
え
な
い
世
界
を
信
ず
る
人
間
に
と
っ
て
、
世
界
を
構
成
す
る
媒
体
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
言
語
的
に

構
成
さ
れ
た
世
界
は
、
知
覚
的
世
界
を
構
成
す
る
諸
々
の
意
味
が
、
人
間
存
在
の
有
り
方
を
分
節
す
る
ご
と
く
、
人
間
存
在
の
有
り
方
を

分
節
す
る
。
す
な
わ
ち
、
非
知
覚
的
世
界
は
、
そ
れ
が
言
語
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
語
的
意
味
の

各
々
が
世
界
を
超
え
た
彼
方
、
あ
る
い
は
世
界
の
背
後
の
世
界
を
指
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
存
在
は
そ
う
し
た
世
界
を
希
求
し
、

あ
る
い
は
怖
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
己
れ
の
有
り
方
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
世
界
は
、
人
間
存
在
の
死
を
含
め
た
時
間
的
全

体
性
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
う
し
た
世
界
の
存
在
を
信
ず
る
人
間
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
世
界
を
求
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

あ
る
い
は
避
け
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
日
常
性
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。

 
言
語
的
に
記
述
さ
れ
た
宗
教
的
意
味
は
、
言
語
的
意
味
が
構
成
す
る
諸
々
の
項
が
相
互
に
依
存
的
な
関
係
の
体
系
と
な
る
場
合
に
、
そ

の
関
係
の
体
系
を
虚
構
と
し
て
で
は
な
く
、
実
在
す
る
も
の
を
指
示
す
る
言
説
の
集
合
態
で
あ
る
と
信
ず
る
人
間
存
在
は
、
己
れ
の
有
り

方
を
そ
う
し
た
関
係
の
体
系
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
存
在
を
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
正
統
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る

二
元
論
的
な
関
係
の
体
系
に
お
い
て
は
、
人
間
存
在
は
、
自
ら
を
地
上
的
な
関
係
の
項
の
契
機
と
し
て
認
識
し
、
天
上
的
な
関
係
の
体
系

と
の
関
わ
り
を
、
己
れ
の
有
り
方
の
内
に
成
立
せ
し
め
る
。
つ
ま
り
、
天
上
的
な
る
存
在
を
構
成
す
る
諸
々
の
項
と
の
関
係
に
お
い
て
自

ら
を
卑
少
な
る
も
の
、
無
な
る
も
の
と
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
自
己
の
存
在
と
の
相
対
に
お
い
て
絶
対
的
存
在
で
あ
る
天

上
的
存
在
を
希
求
す
る
。
あ
る
い
は
、
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
ご
と
き
一
元
論
的
な
関
係
の
体
系
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
心
的
体
系
に
仏
が

内
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
、
自
ら
に
内
在
す
る
仏
性
を
顕
現
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
自
己
存
在
の
認
識
は
、
こ
の
よ
う
に
、
言
語
的
に
記

述
さ
れ
た
関
係
の
体
系
へ
と
自
ら
の
存
在
を
組
み
込
ま
せ
る
中
で
為
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
関
係
の
体
系
と

し
て
の
枠
組
み
は
、
相
互
主
観
的
な
認
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
全
体
的
世
界
の
内
に
定
着
し
、
そ
の
全
体
的
世
界
に
帰
属
す
る
人
間
存

在
は
、
そ
う
し
た
認
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
通
し
て
自
己
を
認
識
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
全
体
的
世
界
の
諸
々
の
意
味
体
系
へ
と
己
れ

の
存
在
を
適
合
せ
し
め
る
こ
と
が
、
即
、
そ
う
し
た
関
係
の
体
系
と
し
て
の
認
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
通
し
て
、
自
己
を
認
識
し
、
規
定
す
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る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

〔
注
〕（

1
）
拙
稿
「
世
界
と
意
味
体
系
W
」
参
照
『
徳
山
大
学
論
叢
第
3
8
号
』

（
2
）
「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」
（
以
下
「
観
心
本
尊
抄
」
と
略
す
）
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
以
下
『
遺
文
』
と
略
す
）
七
〇
ニ

 
ペ
ー
ジ

 
 
『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
』
（
以
下
『
御
書
全
集
』
と
略
す
）
二
一
二
八
ペ
ー
ジ

（
3
）
『
法
華
経
（
上
）
』
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
一
九
九
二
年
、
岩
波
書
店
六
八
ペ
ー
ジ

（
4
）
「
観
心
本
尊
抄
」
『
遺
文
』
七
〇
四
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
二
四
〇
ペ
ー
ジ

（
5
）
「
十
如
是
事
」
『
遺
文
』
二
〇
三
〇
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
四
一
〇
ペ
ー
ジ

（
6
）
コ
念
三
千
理
事
」
『
遺
文
』
七
七
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
四
〇
七
ペ
ー
ジ

（
7
）
同
『
遺
文
』
七
七
1
七
八
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
四
〇
七
ペ
ー
ジ

（
8
）
「
三
世
諸
仏
総
勘
文
教
相
廃
立
」
（
以
下
「
総
勘
白
白
」
と
略
す
）
『
遺
文
』
一
六
九
六
-
一
六
九
七
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
六
七
ペ
ー
ジ

（
9
）
「
総
勘
文
抄
」
『
遺
文
集
』
一
六
九
七
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
六
八
ペ
ー
ジ

（
1
0
）
「
端
相
御
書
」
『
遺
文
』
八
七
三
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
＝
四
〇
ペ
ー
ジ

（
1
1
）
「
諸
法
実
相
抄
」
『
遺
文
』
七
二
一
ニ
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
＝
二
五
八
ペ
ー
ジ

（
1
2
）
「
観
心
本
尊
抄
」
『
遺
文
』
七
〇
三
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
二
三
九
ペ
ー
ジ

（
1
3
）
「
四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
養
事
」
『
遺
文
』
＝
八
三
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
＝
四
四
1
一
一
四
五
ペ
ー
ジ

（
1
4
）
国
』
①
お
ω
o
『
穿
。
。
9
⑦
ミ
貯
。
。
創
。
§
⑪
①
。
。
』
ミ
ミ
＆
言
§
懸
貯
8
蕊
9
§
亀
や
9
国
」
雪
P

 
 
「
は
げ
し
い
愛
情
、
深
い
憂
愁
は
心
を
侵
す
。
そ
れ
は
お
互
い
に
溶
け
合
い
、
浸
透
し
合
っ
て
い
る
無
数
の
様
々
な
要
素
で
あ
っ
て
、
は
っ
き

 
り
し
た
輪
郭
は
も
た
ず
、
お
互
い
に
外
在
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
傾
向
は
い
さ
さ
か
も
持
た
な
い
。
そ
の
独
自
性
は
こ
う
し
た
こ
と
と
引
き
か
え
に

 
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
漠
然
と
し
た
集
塊
の
中
に
数
的
多
数
性
を
見
分
け
る
と
き
、
そ
れ
ら
は
も
う
変
形
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
ら
の
諸
要
素
を
ば
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一
二
二

皿世界と意味体系弘1993月6月 竹原

 
ら
ば
ら
に
し
て
、
今
と
な
っ
て
は
時
間
と
で
も
空
間
と
で
も
好
き
な
よ
う
に
呼
ば
れ
て
よ
い
あ
の
等
質
優
等
境
内
に
、
そ
れ
ら
を
展
開
す
る
場
合

 
に
は
、
い
っ
た
い
そ
れ
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
さ
っ
き
ま
で
は
、
そ
れ
ら
の
お
の
お
の
は
、
そ
れ
が
、
置
か
れ
て
い
た
環
境
か
ら
定
義
し
よ
う

 
の
な
い
彩
色
を
借
り
て
き
て
い
た
。
今
や
そ
れ
は
色
あ
せ
て
、
一
つ
の
名
を
受
け
取
る
用
意
が
す
っ
か
り
と
と
の
っ
て
い
る
。
」
 
一
二
三
1
一
二

 
四
ペ
ー
ジ

（
1
5
）
「
當
腔
義
抄
」
『
遺
文
』
七
五
七
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
一
〇
ペ
ー
ジ

（
1
6
）
出
●
b
」
霞
σ
q
ω
o
『
卜
＄
叙
§
＆
。
。
o
蟹
、
亀
。
。
懸
貯
ミ
。
ミ
貯
ミ
魯
貯
、
㊦
鳶
魁
§
勺
・
d
●
円
 
四
六
-
四
七
ペ
ー
ジ

（
1
7
）
「
観
心
本
尊
抄
」
『
遺
文
』
七
一
ニ
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
二
四
七
ペ
ー
ジ

（
1
8
）
「
御
講
間
書
」
『
遺
文
』
二
五
四
六
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
八
〇
七
ペ
ー
ジ

（
1
9
）
「
御
義
口
伝
」
『
遺
文
』
二
六
六
三
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
七
五
三
ペ
ー
ジ

（
2
0
）
拙
稿
「
世
界
と
意
味
体
系
V
」
参
照
『
徳
山
大
学
論
叢
第
3
6
号
』

（
2
1
）
「
開
目
抄
」
『
遺
文
』
六
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
二
ご
二
ペ
ー
ジ

（
2
2
）
「
當
髄
義
抄
」
『
遺
文
』
七
六
一
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
＝
二
ペ
ー
ジ

（
2
3
）
「
草
木
成
仏
口
決
」
『
遺
文
』
五
三
四
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
＝
二
一
二
九
ペ
ー
ジ

（
2
4
）
『
法
華
経
（
中
）
』
一
六
三
ペ
ー
ジ

（
2
5
）
同
書
、
一
八
六
-
一
八
八
ペ
ー
ジ

（
2
6
）
「
阿
仏
房
御
書
」
『
遺
文
』
＝
四
四
-
一
一
四
五
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
高
閣
〇
四
ペ
ー
ジ

（
2
7
）
「
観
心
本
尊
抄
」
『
遺
文
』
七
一
七
-
七
＝
二
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
二
四
七
-
二
四
八
ペ
ー
ジ

（
2
8
）
姉
崎
正
治
著
『
法
華
経
の
行
者
日
蓮
』
講
談
社
学
術
文
庫
昭
和
五
十
八
年
、
三
〇
〇
ペ
ー
ジ

（
2
9
）
「
日
女
御
前
御
返
事
」
『
遺
文
』
＝
二
七
五
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
＝
一
四
三
ペ
ー
ジ

（
3
0
）
「
観
心
本
尊
抄
」
『
遺
文
』
七
一
二
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
二
四
七
ペ
ー
ジ

（
3
1
）
「
総
勘
文
抄
」
『
遺
文
』
一
六
九
八
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
六
八
ペ
ー
ジ

（
3
2
）
「
開
目
抄
」
『
遺
文
集
』
五
三
九
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
一
八
九
ペ
ー
ジ

（
3
3
）
『
法
華
経
（
下
）
』
一
二
ペ
ー
ジ

（
3
4
）
同
書
一
六
ペ
ー
ジ
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（
3
5
）
『
法
華
経
（
下
）
』
二
〇
ペ
ー
ジ

（
3
6
）
「
総
勘
文
抄
」
『
遺
文
』
一
六
九
九
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
六
九
ペ
ー
ジ

（
3
7
）
同
『
遺
文
』
一
六
八
八
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
六
〇
ペ
ー
ジ

（
3
8
）
コ
念
三
千
法
門
」
『
遺
文
』
二
〇
三
八
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
四
一
五
ペ
ー
ジ

（
3
9
）
「
御
義
口
伝
」
『
遺
文
』
二
六
〇
五
ぺ
「
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
七
〇
八
ペ
ー
ジ

（
4
0
）
「
総
勘
文
抄
」
『
遺
文
』
一
六
九
六
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
六
六
ペ
ー
ジ

（
4
1
）
同
『
遺
文
』
一
六
九
九
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
七
〇
ペ
ー
ジ

（
4
2
）
同
『
遺
文
』
一
六
八
九
-
一
六
九
〇
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
五
六
一
ペ
ー
ジ

（
4
3
）
客
山
Φ
置
。
σ
q
σ
q
①
『
憲
ミ
ミ
澄
§
〈
一
望
。
ユ
。
巨
○
馨
霞
目
㊤
目
盛
即
昌
ζ
霞
富
．
ζ
」
㊤
刈
。
。
の
」
＝

 
 
詳
細
は
拙
著
『
世
界
-
内
-
存
在
の
現
象
学
』
（
北
樹
出
版
）
参
照

（
廻
）
「
御
義
口
伝
」
『
遺
文
』
二
六
六
三
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
七
五
三
ペ
ー
ジ

（
4
5
）
「
御
義
口
伝
」
『
遺
文
』
二
六
七
一
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
七
五
九
ペ
ー
ジ

（
4
6
）
「
妙
法
尼
御
前
御
返
事
」
『
遺
文
』
一
五
三
五
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
一
四
〇
四
ペ
ー
ジ

（
4
7
）
「
寺
泊
御
書
」
『
遺
文
』
五
一
四
一
五
一
五
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
九
五
三
-
九
五
四
ペ
ー
ジ

（
娼
）
拙
稿
「
世
界
と
意
味
体
系
W
」
参
照
『
徳
山
大
学
論
叢
第
3
8
号
』

（
4
9
）
拙
稿
「
世
界
と
意
味
体
系
W
」
参
照
『
徳
山
大
学
論
叢
第
3
4
号
』

（
5
0
）
「
聖
入
御
難
事
」
『
遺
文
』
一
六
七
三
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
＝
八
九
一
一
一
九
〇
ペ
ー
ジ

（
5
1
）
「
観
心
本
尊
抄
」
『
遺
文
』
七
一
五
ペ
ー
ジ
、
『
御
書
全
集
』
二
四
九
ペ
ー
ジ

（
5
2
）
「
世
界
と
意
味
体
系
W
」
『
徳
山
大
学
論
叢
第
3
7
号
』

（
5
3
）
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
「
天
国
編
」
一
〇
七
-
一
七
九
行
、
寿
岳
文
章
訳
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二
三


